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線嫡サツマイ毛りイ､ノアレ/イド生食戚

に溶ける代御鍋静り生化単的御車

輿丸 紅
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1

略鶴丸

エp

AcCoA

MVA

fMG-CoA

AcAc Co且

Pp

Mt

Ms

G-6-P

G-6-PDH

DTT

EDTA

cy七.

BSA

FFA

EDC

HAG

HLB

ユpOmeamaエーOne

acetyl Co且

mev･alonate

3-hydroxy-3-methylqlutaryI CoA

acetoacetyl Co且

pyrophosphate

m土tochondr土a (or m土tochondr土al)

m土crosomes (or mlcrosomal)

glucose 6-phosphate

glucose 6-phosphite dehydrogenase

d土七b土othre土tol

ethylenediam土netetraace七ate

cy七ochrome

bovine serum album土n

free fatty acid

i-ethy-i-3- (3
t

-dimethylaminopropy1 )

carbod土工m土de hydrochloride

3-hydroxy-3-methylglutaric( acid)

hydroph土1土c l土poph土1土c balance



pC

PE

SDS

DOC

phospha七土dyl chollne

phosphatidyl ethanolam土ne

sodium dodecyl sulfate

sodium deoxycholate



3

鴻鵠

高額二組物に杏けうイソ7｡レ ノイド

高草頑物に杏け魯イリ7oレ/イド食v･一乞り

骨格号令も威令り壬T3毛り としてゲラ=オーLV/

了7oサJiシン線′ 家格代軒在物としてL?イ7rT

Xアマロン(工p)/ジベレ')ン′ ステローlレ/カロ

すノイド′ ゴム乳液′クロロ711レノ コエンチー

ムaやサトキュン伯どモ あげ笥 こ とqltできう｡

こ九 ら ウイ ソ7Qレ/イド味今日′ 常々 が古く

知フrてし,うよぅに生後拳闘に蛍雪瑠璃簡であ

笥ム 例えlざ/サツマJl毛塊楓他職は煮鍵瀬葡

の感栄を脅LTラことにSフて/統腐修簡簡(

ストアレ孝シン)として考ぇられていうIp壬生

催と Lた7ラ/1Jルヤン額壬笠成す号｡寺T'

植物ホル毛ンとしてり77｡サイシシ酸,ブぺ､

レリン'ヤサト才ニン名相物-蘇_1)巻くチ崎
後像ク硬化へりゐ官塩あに蘭与すう｡す舟木

ち′ これ主は雀的に硬勧L,これにS,て細

線内り俄弓断簡昏が布石九てい盲｡更に′ フロ

ロ71ル櫛え冶威そ素と して高専埴物にと フて



+

不T6r繁つ毛ので番うb 者た′ 痛切スラロー1レ(
シトステロール′ 7)

テローLL)lまヨ乳鹿のと

ヽ

/

亡::=コ

ヽ_

1pスチロール,ス萄ゲマス

う′ 隼塘腺d)傭武威ろと

して秀丸 ら九てし)ラ(l)｡裾フ て,イ､ノ7cレノ

イドり窒冶戒嶺ク塩･1Crウ凝最終く してはぁ

鼻楯物り盤イ亡ば右･)喝何軒フ たと壱フ て毛逸

書でげ拝し)｡

凝血手で′ イソ7｡レノイドlよブタくク天感物

イし琴考に簡味あ盲3)野毛壕偲して守た｡乞?

海鼠′ 勿物ヤ微生物に卦いて一弟′ tつを将1tt

噺賂敬称仔とんど叫与かと称,た｡ -オノ 高

額相簡健一力でり代謝軽静モカ､乃･)本石､,て芝

T=モL?0?′ 乞ク夢多野的13蚤餐牲十瑞に理解

1九う'書でには尊,てし'T1し,｡生旦学的恵拳

にフいてl古イリ7oレ/ 1ド生冶荻り錦静機噂

去解析して こを鹿島三和衝うもクであ･)ノ 々

後り皇寧塙;W一項JS紫であううb

轟算箱物でo'イリ7｡レノ^ ､､生冶､海

霧鹿碗優に妄り盛栄毛受けたつツマイモ塊

根観繊俺碗観繊に杏t,てノin
v;voでAIc一節畷ヌJtio



5-

I+c-×Jヾロニ吸(MVA)り-+c町{pへ取り丸､寄れ笥こ

と(Z-4)が明うずlこ丁 れてい笥｡催り高等葡吻

でり研碗てこはBand比γsk博(E)/ Bonner考〔GノT)lこ古-フ

てゴ4ウ主席衣甘､･断簡かう付されう こ とが禾

て水T=り に得手り′ N.tdolas(管-Il)′払Ⅵet萄(IZ.均

臥sthi等(t4)ヤGf5砧埠(LS)はMVAがスワりレン

更にステロールド範確丁4Lうこと菅荒 した｡農

奴で惇Hepp6,とAJ侮〔I6)は地転出地盤lぬ長
田いて-わL.. 3-[nc]-,-hyAnxy-叫I紳サImqreA
(相場-GA)りモがMVA.食utゴムへ取･1包容れうこ

とを/孝1:--βeTYy萄(I?)はトウ毛ロコt/宅伺＼)て

I.n vI･vo及び､ I-wLti7DでCb-5-hyd叩X7-qn叫8IdanLcabtdり
でかカロナノ^ドlこ取.)立春九うこと互七九

ぞ九専管 L て い う.

こ 九 S i?こ と か ら高専嶺∠物lこ市け苛 イ ソ 7o

レ/ 1ド甘､､7でケ ルGA(AcCoA)毛虫祭物簡t･し

てか食頚垂ク ー藍o)酵烏麦嵐首藤て冶裁て九育

代朝経線が確牽丁丸てりう(Fia･i).

イ t7 アレ/イド生食_易lこ 与すう 素

i)AcCA甘らのHVA り酵素的令或



S

輔乳働物色が.鳥類Q)肝噂IiMVA

ウ に 之 フ L? =輯宜 L たう経絡喜

を冶
JP

い う

わち′ 篭り
-)フ は勧聴簡の聯養魚(L&,lq)であJ),

確り1フは潮解簡簡粂､と ミ ワロ ゾ｣il(卜佃糖冶酵

素こH恨-a,Aレダワ9-ど-(ZO/2Dか､関与す盲教でノ

主宰73線路であう｡ ML!A 音TC'の 中簡代射落物

はCAと場合し r=聾で漣3fノ 寺号一濠初'?授稽味

了セト了で今ルCA(AこAcCA)4･オラービ(EC z.3.I.?)

●1こ&,､て ZJS与ウAcGAが触冶 しAcAc(oA軒Wy/残

すう(ZD,2九 凍り横稚l才AcCGAとAcAcCbAがHM専一(Jl
●

さニ ラタービ(ECヰ.Lう.5)にJ=り感盾 L てHr均一GAが

含威すう衣あであう(ZD,25/袖｡ MV;Aり簡裁､は日日q-

CAり汁均一CoAレダウクーで(EC l.I.I.51)lこ占う遭え

に右 フ て 7;さ れ争｡こ り噺養IS,ラット軒に

宙t,てしLt仰(25T,Z6)に√ I)初物て裸出てれて脱泉

コレスラ
ロール曾冶或り′律嵐碑桑であ巻こ t.(26-

2D/日内密勧告荒すこと(50-如′正醇軸陀では

風解を簡ド&う7rドバ､アワ阻官雀魯I7さ(ZF,25,50,

35.,3C)かt/ず)他に傭,て こLD阻牽蕗象性乞璃

朱ちう(2T,3?-4o)こ--七′可盤的確低温単為毛試す



7

こと(4I/L吟やeAnP闇与り燐酸iL一晩煉単価によ
〟

ち-/5陣っ朝野毛簸けさ こ と(43-一旬蕗どが明うか

に 丁九 て し)う｡

′オノ 藤塚葡萄Iこ宙けうMt/Ae?衝素食館lこ蘭

す･葛飾帝.sケ布くノ HcよとPkfwdLft6)i-/占･]ニン

∑､)楓にMvA 軒布奄す さ ことやノ(kh]仙とUy.-+in;

(ft9にd= I)サ､ソマイ毛像禰に杏uて川V汁y7,で･

AcらAずらHn母親鼻確り萌希的冷蔵が禾て れて

いう に す ぎ花 し)｡硬'

号ちフ ウ解毒つ希争仔

1)MvA か う の 入ク

こ 9阜冶苑 9栄一後

あT'あう｡こウ1琴名店

Jtikウサ ギ肝(51)/ラ､ソト手

づ隆子(53)/ゴム和博(54),

てノ HVAの冶本に簡ヰす

喫証さ 九て し)招か フ たo

り レ ンり酵素的J%或

鴨はMVAヰナーtt'に 右 う 友

イースト㈹ノ ブ､タ約5O)負

管(5:9,セイヨウオ式､今ゃ

ニつバ､ユ切虫(S3)/五日

ササゲ(且墜由姐Viks)(5S-58).マツ科楯物(血追

平地由c)砲手と')-らで､リラン㈹r.一篠R壬31た｡
凍っ席柏ば7rtスホMVAヰ+-で{t･あう｡こ の酵

貴様βloch尊(6o,6I)とHe伽瑠a2=こお)てイーストで

碑虫されT--｡徽Iこ.ゴ4細野('5/A)魚げ-7､ツト



S

(6宙と1tタ(66,67)っ肝聴で禰出′ ｢精微,1れ1:-L｡

次e) MVAヒoP'Ttス7=-ト(MVA-PF)デカ ル7rrキiラー

ではβLc並等(6o)にS= .)イー入トで棟出され7:--徴′

ゴム軸絶(細受JU.丁9軒(68,6q)でも確出さ軌T'｡

イソヤンテニル~FFlソXラーでI3最初l-t斬nG
箪(7o)Iこ占リ イーストで′ 次に7t.F]耐(7t一殉ヒセイ

ヨ勺 刀7r/.ねり貴史(75:)で｢積出丁孔た｡

ケラニルー, 77ルネ

与 し て 九o I)イリ 7o レ
T~=

ー■■■l■■

lレフ ゲラニlレゲラニル~

1V-PPほジメ サ ル了 t) l卜

PPドイリ1.)テニ ルーFFウl′z′5 乏 Lて 竹横手

がを水音●九嘘冶 L て敢家

島盲簡嫁す う野蚕l才7Bレ

あう し'は7.レニ ルーPF冶鉾

=:~~丁~~二:

_____

れ う｡

ルト ラ

れ ら り 爽

ス 元ラーtLt

餅東と 呼lS､ホ こ L)う｡

ろルネ さIいPPに簡単的場7o レ =

ルト ラ ンス左

7--ではイース.トL7G)ノ 丁､タ肝(73,7Z)と Lて てイ ヨウ

カ/l:"･弁り果無03:)で裸出丁れたb ゲラニ ルゲラ

ニlレーPPつ冶封筒轟喪応ブ､タ肝(7g)′ 必出oCO些些

Cm),セイヨウカJICL4+(め 芝 Lて

仰止c TU 陣乳抄l)で裸出 丁 れた｡

17IlレキiルーFF一甘らスワワレ〉の形成はLy"帥



q

幽に古フ こ初あて裸出こ

(鈍$5:),ウシ(%&)呈してトマ

〔吋tLl篠出

城上 9

に裸出 て

で葛 う｡

丸 た｡

ヒ 甘 S勧鞠と

れ Tc酵秦 L=フ い

こ ウ Ta』Je ttt毛 箭

れノ ラてH$3)Jブタ

ト果喪 と= ン 5:､ン格

高専感物で現を亨で

て 亨 と わ

了 れ う 右

つ雀Jqう組織lこ杏け う イ ソ r レ/1

饗給に フ り て は99く つ知見が長め

的特価卸海嶺っ食後I寸借L訂aRら奇

書フ て 古いc しか しノ 代謝髄静の

幼が範頼韓l-こ洩れて ゆくだけtL-描

9哉せ峰盲碓侍すう こ と はtL'亨絡

T;のがTa♭1eエ

ラ に, 1種々

ド つ生食裁

ら 九′ 嘗本

lこ て れた と

上 で代和恵

生命や包己

し-しJ内晩

外的穫像っ奄1Cドあ瑠過払しJ自己皇帝Taこ

と毛でさ≠L).長い塗イCり覆車を鹿じて.主

物は掻ぁて如貴的にノ あうuI才冶8的的lこぺ

鞠嘗細密すさ町議亀身にフ けてぎた｡獲,てノ

こ九うq)葡静樽横町明ら匂､に指ら 格L'滞りノ

物簡代斬っ 索敵っ食価像t濃解す盲こ と描で

定格し)o こり鼻で′ 鳥尊動物lこ布けさイ､ノ7o

レ/^ド壬冶城(笥にコ レステn-ル生息域)の書固



tO

摩橡確り解析特許呼に施んLt.市､､l′ 惇とんtr
∠′

日日巧-aAレrワクーttをヰ･じドしてノ 号う諦･命樽

禰もl各L訂観相できう占う'であさ(3B)｡更に即済

玖降では壊宥和呼名 岡t)た爾戟で更tて見返結

線布が塵^, rt u 5(6l,qo)｡

高専相物lてもuてl古イ ソ 7o レ/イド q,ま軍邑

簡略竜専任が叫まサド枯t)フフあさIて毛甘か

る主音"/号り号J%萩ド蘭与すう韓蚤り鵠新陳

樽ク 解葡各号り俄にフUた級経であl)ノ

AcaAオらH伽冶薮/萄ドHH環-GAサSMVAりJe

･#ド蘭与 盲う醗桑に?Uてl‡阜り 存帝か､石塊

丁丸てUう にすぎfaし)｡音して金嘩毛虚して

り細管j稗鳩If解明すさ 苛でlこ L首里'てし1砿t)

o)が､現水であう.

､寿都墳は高等埴物に6LI†さ
イtJ 7oレ/イド

<

雀･B 成 っ朝寄席構を解骨ちう1フ り 了7oロ~チ

としてノ 未だt--食紅されていTi甘フたHVA'取

成J=蘭与Lノ 輝速席鴨ドあう と碓壕壬′孔う

日日針GAレダ7 ヤーt:に注 Elし て弔奉 れ花b

サ､ソ マイ 毛 OJYtt C? e 出払′ L4帆CV. No巾Vo.1)



ll

塊根組織か黒敢瀦簡〔』型撃担 令,p4♭JY.tぬELJ.
伊叫d

Halsf･)り確*1号賢けさヒノ 乏ク租亘偉掃り鮮卑′

傾聴解職和睦応葡簡惜モ璃耳盲,いあゃう71
1

ト了 レヰi,>t=尾T5さIp壬生碓とし た7ラノ

ヲルへpl観官乃賓に告赦すう｡し灯し穂壊そ

簸け渇し)新醇租橡名び卑侭盲切断侮辱触感に

おいて仔フラノテルqo〉頼仔筈残せ九碑t-'.

こウ ニ と L3農鹿鶴簡り 顧凍と いう刺う敢に恭,

て初ぁ て7 ラ ノ テ ルヤ シ類り亨叔lこ牌与サう

ー逢う 頑乾肴ヲ辞が形或 丁れ急こ と 竜泉 して いさ｡

官lこ景軸痛速の藤津lこ長さ妨升にノH3CAl阜想

与凸l)しTILり,農療病葡抽出液現今でガ渡すTaこ

とに古 フ てモ7'ラ/テ ルヤ>額は告額壬丸吉｡

ヰ爾墳はこc)ヤ､ソマイ守傾聴飽満敵lこ監海嶺

儀噂帯革号し-を鴨仏像与つ食言用し,てノH咽-

C,ALダ′ブタ-eL､か､フラ ノテ ルヤン頼り号令杏り

薗帝lこL'甘招う簡与,g L て いさかモ解析すさ

7:--め′ 主に葬疎音p)機能と有季状態モ簡明す

さこ とを目的としノ1､み下っう真にフ､,て鴇LLI

T=モ り tt.も盲｡



lヱ

a)亀髄海亀罷染色び､ H8仏領キーこ古さH鴨-a,A

レダウヤーt.lり沌悼骨働並びlこ菅り御線内

荷車峠

Ll)主りnゾ｣il帯食州庁-CbAレダウ?-t:､り謁･悼

に及l訂すB5A,基層^9t,t･脂優り影響

L3)ミりnゾLム額JBH仰C,Aしr ,7づ-tttの可癖

ィヒ′蔀4)葡敏立ザl-L号り観秦学的悼簡
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Table 1･ Characterized enzymes of isoprenoid biosynthesis

in higher plants and animals.

Characterized

enZymeS
-

Higher plants

AcAcCoA七hiolase swee七potato root(47)

H比G-CoA synthetase sweet potato root(47)

fiMG-CoA reductase sweet potato root

(93,94)

'p-isum 'sati'vum (95)

MVA kinase pumpkin seedling (53)

rubber latex(54)
French bean(56-58)
Ag･ave amer土cana (45)

PhosphoMVA kinase rubber latex(63,64)

MVA-PP
rubber 1年teX (64)

decarboxylase sweet potato root(96)

工sopentenyl-PP pumpkin fruit (75)
土somerase caster bean(97)

Prenyl transferase pumpkin fruit(75,80)
Equ土nocyst土s

macrocarpa (81)

caster bean(97)

Squalene

synthetase

carro七 roo七(87)

Animal s

ra七1土ver(20,22)

ra七11ver(20′23.24)

ra七1iver(25′26)

pig(49,50) and

rabbit(51) livers

rat ovary(52)

rat(65) and pig(66,
67) livers

pig liver(68,69)

pig liver(71-74)

pig liver(73,77)

rat(83) ,pig(84,85)
and beef(86) livers

Figures in parentheses represent reference numbers.
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額-草 魚療病庵亀津負びHaC&1弔与lこ長さ

Hr伯-G'AレダつJ5-trの滝怪奇勧並び

に モク 軸腔内局在性

鶴巻

iT ､リマイも(i搾塾盛由執し-.ル･- Noytt"No･i)塊

`穐他職か異曲病菌( At如左IL
aJ帖Is心

に芥 さ 感染 き 看け さ t.,懐碍恕鴫軸舵内で簡

々り為 し
L'イf封夜勤が韓竜さ れT5.ニ綾専帝(萄

ク修入 電箪IT た恕稽)に7;.けう イ 村メ アマ ロ}

書生価と し た7 ラ･/テ ル1･>熊り為し り葛頑

毛圭7iiで謝夜働うー フで盲叫-7).観竜野負

ゲ犠穆ノ酵金額〔観官部lこ碑碑し T=優々私感っ面

眉毛含 も啄確観嘩切片 に頂与
t+

ヤ2-C-MLiAりItcl才7ラノ チlレへ｡

九う(3,すJq)｡膏Lこ駄曙償金額か

て
け

れ七乙-C一節酸

類に牢り払音

ら り軸出 漁は7

セナルCA(Act,A)一計ふち-h7dTrOX7-5-刊叫1守Ju+a,Jcacld

tH嶋)顔鼻体色AD試き盲有性首席L てt'う〔lD).

これ全ぅ専喪は感沸と いぅ 刺激に ㌻'てA｡CoA

オ3ユpを主傍とした7ラノラlレへ○ン類?冶衣
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轟か髄埠健鹿部で苑常に作働ヰうこと毛-7rtし

乙有 り′ H‖6i-a,Aレr7 F]-tu9蒐性が博大 すう

こと_が准喪ェれ3｡

壌嵐ノ HepperとATuALe/(LOと‰ァ専(L2)ts鳥箸箱物

L=H=専一G,Aレ ダウ 9-t:tが蒋を号 さ こ と 乙示卑し

たが,をり 令をつ 賓壷的証朗はtj され13か)

1:-" -オ′ 患者勧物ヤ十スト tLtは, nレA は

HMS-aAし ダつラービl-L芥 盲 州6-GA o)遷えI-L右'

てqk/苑丁九盲 こと軒常態ご九て芯L･〕(13,吟,守

T=草餅養がコ レス テロール生息叔e,う宰速1堵素と

して機能していうこと毛明らか.lこr孔乙し'盲｡

(沖-17).

津軽軸でlまノ 鳥居植物にも､け盲イ ソアレノ

イド食J@戎 L)価翻鞠軒り簡格りを嘩像毛理解

すさ と
し)ラ長､で,東証ェ れ乙し,申 竜､)たnVA

羽衣lこ圃与 し,神速輯有りす簡惟りあ盲Hn毎-

GAレダフ ウ-ビに蒐良 Lて′ 与っ私費モ官話化

すさ と久lて2,う 9酵車中的性頂L雀終節し.最

知病菌tこ長与感果あ看いは仰BL苛与Iこよさ本
章賂養殖惟の 夜勤-,E葡ぺ､盲てヒ モ寮-o)8~的と
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し 克 Q

秀醜煮 d)軸腔内危衣性t屯傭々 の隼備観繊で

虜乃急｡倒九ぼ′ ヲ､ソト､軒((5r)に 忠uては ミク

ロゾLム(M5)の.みに′ ラ､･,ト小鴨′トノーウ線(cyyFT)軸

舵(怜)でl‡ミト コ)ドり 7(Ht)とr15ウ 面鬼J=局を

す さ｡ 事た

C2E9愛 好 TeT也L

卿,V鍵(ll)ノEeu_yQ?loo_Yli_⊆唾盛

紳LzJ).r'l才ヒ九y九ノ
Hc,

ns含㌦軸舵官(可溶性あ令)lこ各をち う｡ こク £

ち に｢櫓ぺク 壬吻t''畢称う長年也さ 示 す こ と.

常に小職クCTYPt由緒ウ5:うに4 同一御腔巾で

2 っ 9 号(さも 局TL岬を荒 ち こ とlさ イ ソ フ'レ/

イド王台戚ウ1f斬罪寄り浄噂盲甥解す う上 に

空曹で,醜慕っ邑&･他(cqpb申yTwewT&Lt･z&+･to≠)ノ 和線

也(叩山za>.tow)をも,押野り壬専有尊者とL r積

ん盲や曹q･あうp 礁,こ′ 額1つ′8約15正直

イこ′ 和勧化を滝尾Lノ ウ､ソマ1弔鳴楓他線に

古け言 草弼養っ御腔内急啓栓星B･目 主 都に すさ

こ と にも･い た｡

軒韓奇,ii
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索軸こ材粁

触lこ順境されT:つ､ソマ イ屯(王匪空包』ぬ拍s. LA仰.

cv. Ncyin No.i)tま傭岡垣葡首ごIO-J5･c TC･･貯蔵ご九

た｡黒鍵病菌(鎧担中学担令叫bh･鵬EIJ.伽J =a)5tL)壬感

津丁せ さ僑J5 は′ サ､.)マ1モ1亀蒋も木で十JS

洗浄後′ 2-うc刊 う亀丁 ウj玲t77-)切特 にLし′ 切

断養面に患療病薗り 内ま･S富子(知Joq個/棚)皇

フデで象')フけた｡こ 本も 坤犠米 で十境 し め

;L た粗重 し
りた不敏転覆に入九ノIi)'じ′( ′

十局 し め ら t た観であ芯･い′ 基乞 してZ矩IbC

り値温覧Iこ 人 丸イ 〉キュへ｣卜 しT--(晩餐′ こ つ 古

ラ瑠即理モ し Tc葡簡互篠痕粗職/d,tsedgeJ十r5Sue

と呼L5{).手T:対絶とし て P'単T;J､T5切断髄轍(

cLtt佃叫巳)c,喝省は,農敵満嵐モ穐穐し払t'爪

外挿確癖淘簡Q'喝金 ヒ全く伺L一 右ラに即諾 し

た｡ただし/切断恕葡の海崎的奄1t(FAt計､g)I'.み

いて Lも′ う伽叫今 冬丁の ス ラJiスがそり 寺 音 冊

i) 3 九 たo

竹CR之毛預J;すう喝冶'古′才すtサu/マイ毛塊

裾親機材う朝ス-7(脅さ:OLIc≠ノ 面餐･･Zc7n)号銅製
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し七Q 盲う封入クモ亀闇米で洗浄しノii希'L

･TlキJS
を ロ観tq噴､一番, T=懲/こ丸もZl土I.C

IこI%時簡インもへしトL Tc(南An豊/pyt[mc"』謝抑)｡

葡Ao王里L T=亨才スJ7り切断専面 に同LLt遍罷りう

瓶を載せ,こ孔.こOJo/oり計CALをlOOA帝ヰ(預qfii
亨せさ)しT:敬/ 21i)oCでイ>ヰユ^i卜し東(玖%,

こつA:n謹書した簡碕書軒傷専激職ノ均一佃由
七ssue と呼t31LI)｡音たてれり対照としてノ L5･C且之
童滞与し 碍l)=持久J7を イ 〉範へL｣トtlto

塵畢(墨二う二2WM二世6rG_A)q?:JP.l家_jを3L頒艶∠

墨製

造-3-[Kc]-H将帥h〆7ideをもujiy♭とR･-tot如ウオ預そ

掃い こ冶 威 L′ 次lこHiた考(23)やLotL仙専(24)I=√う

方法に押サワ傾正(2S)雪和九て｣モの坤"一滋lこ
C｡A毛木あミセて良㌢3-elc7一日HG一叫をJ5廃 L Tc｡

冶ガされ[; 5一号ーHnCr-GAL3Louw埠GゆL?打壊rL礁

フてG唖′ 濁観Lた｡専たH日毎-CoAの史喜ば

Y･t3佃5年C26)q'オ汲に礁フてA17-Jbれた｡

出ム_重りぎ 甲鍵盤

線液組織負JtiI鴨場密教織り埠噂帝ド犠堵し
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たノ償金粗雑(約卜2竹仰)を裸取し た｡花台′ モク

対照と L て′ 御節組織生 田Llたo

啄解 し1:-L教職鼻音q)Z･5億噂Q7 10伽M X lレカ 7C

トエタノール/伽M EDTA/ 0.5M
/tヨ鳩焦が0･2章り

potyJaTATそ雀もo､l=蛾酸後衛敢(pH8･O)i-tとも･に

7-'レ 〉 9Iiで最高速皮蛋毛,てIF秒間Jう回ホ

モジナイ ズ､し1:-L｡乞り ホモーIt､ネート 皇ヰ層I-L隻

鬼モ が-どあ香 し=ま Z慮lこ食 為1t ナイ ロ､ > ワロ

スt''こ し7t｡そのう液をち00X呈tIIIO埼簡嵐心LJ

篭り1璃を t仰M X ルカ アトエア ノール′ l叫M

EDr77q,焚ザ0､5M三ヨ頼を0､05H燐酸橡衝汲(pH7､5)

で平衡化したse坤釣合-25(4SX35'cM)に畠し7t ｡

これも秦嵐Ilし花雀亀嶺直頒阜IE,OOO埋でZO境

間盈Jb L,簡与九Tc沈殿を批嵐局(仙由o崩ylt泌

伽chto7L)とした｡更に′ 乞り上靖そIDg,ooox旦 で

z時間嵐心しノ 碑5九末光熊毛Mぅ嵐負(

州伽乾仰山軸chton)とL た｡

飽満ヨ組織填 び乞つ対照と し 乙 り勿断づ組ラ敵を

岡し,一台車軸では′ 簡t--追で屯い穆JB′ S甲had8X

年125盲施し た像一っ奄包項嵐$5をL喝DOOX呈 でZ



Zl

晴間塵JLBして碑主九Tc坪願を解秦篠品とLて

増田 し T=｡こ九阜pa;yhLcLLLd;h船佃n.と舟付けた｡

雅一忠′ 上観ウ橡伴雀ヰ1t､て O-4oC t'I術,た｡

良_葦串壇=亀勾_簡麺む旦

Mt亙45セ52､Fo/.(Nh)ヨヨう梅そ 食もo･o5-H.横線徹髄

液cp7･s)に懸濁Lノ 宅ク仙を52､-ー6S･b/o(VV/v)り三三墳

勾i妃〉(16wtE)9上lこ食魯L た｡字 たMs轟令 書 tC'C/.

(00!3聴音名もo105-n燐声軒後衛汲(pH鴫に懸濁L,

号9 l叫文書鈷.a/c(～/v)ら滴(2ma)9 上lこフ <

占TDO/pew/v)ゥテま確勾配9上 に重層 し た｡

せRFS25'一朝ローターを便用 しノ ヰoCにも､いて

でう時間裾7 T:｡遠心徴ノ D､ぎqW旬に

秀家さ輪にも､､,てはMt一重JSタぴMs由墳

オロ シガネを 困tJ′ 株卑 しT=う組職盲

ら れた10-

蕗/ci奄′日

I?+,oco yp仰

JS 適 し1t｡

¢鞠観は

瑠り 令ろ

して 7rt毛ジオートにした1t;外Iふ プレ ンダ｣J=[舌濁

点ヒ同報L-L して4亨フ た｡

rlキー(oA レ ダ ウクーttつ 沌悼智 東三

HH6'~CoAレダウ9~ttつ活性は′ 5haF･tYD考(2T)ヌが
飯藩と東山(28)つす透I-t徳フ て測史した.

酪東泉ぬ溶夜Z巧止中lこは%JれM.合一6-P,･ o･I2千



ち0

erg"e抑t･t′守一6-FPH,'写肌MノNAPP; 12机M′DTT; 2仙H, EDTA;

0･ら5他日′BS-3-亡"c]-H鴨-CoA(1,2oo｢し?oodp仰/…ole)繋が､

埠轟夜色項o･卜03JM8書名んtt i, Tc(NAPPH匂ene鮒仰8

5y5fe叫と挿句-6-P,専一6-PPH填びNAPFから裁育毛ウ

である)｡衣'ぁ液圭ちobcでうC,名聞イ 〉もぺ｣卜 し

た徴′ 10N-NaoH10P卓和九て衣あ喜止めノ ZO-

30岳懲にcobの5-yo(M/V)MVAラフトンZoPと漫

壌酸zop 卓如九た｡次にこれ雀う7QCでzo-知名

簡イ 〉屯ペし卜 しノ 召賂秦久赴にS,て宝蔵した

MV:Aき監雀に ラ

葛匂領嘗寛.全

盲 シ t)カ ナIレ

セ･ト ン-1Lt ン で

モ1i簡鑑L た.

て オ ら 7o し-卜

クモ締果′ MVA

色q) )ヾ ンド 喜

)rイ 7 1レ ビ }

ワト >イこし た.次 に鬼JLu に$l)

に丸殿させた後ノ 乞う上浦l少

年7bいトド与え7=-｡ 亨 り後′ ア

J(lこl.V/v)で展簡しノ MVAラ7 卜>

息爾後′ 瀕傾毛先金(=基礎丁色

をヨウ泉り 罷免にご 与 し た｡こ

う ワト)の部分(肝o･5'-0:t)･本営萄

呈し た｡ こL?都市 モ スハo一子Lレで

功ド柳I)取I)乃がら 入れ′ 敬酎

僚色測定した･舟むシニ今レター とし 乙Bya/s

Ctcとiu旅僧岡L【七｡
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のノ他り 勢1敗

4トワローA(cy+･) c オ式シダ｣､で′ NAPPHcyT･ C

レダ7ターでとNADH97t Cレダウラーt:I(了>サマイ

a,ンA底魚11S負 t^Lt報鹿受･1*)魚1J､カヤラーttワを

九tt･れり活性は5qi*h(5o)ノ ‰七esと7Lb肌F80TL(うI)タザ

Let･akTun萄(32)りオ:,Alこ塘フて測更し1t｡

フラノラー-｡ >類り吏量.{HyoJo尊(言3)ウオt,A

ド礁 フ て Al亨,七｡
●

雀卓項り温棲仔Nessley茨(袖あ呑L=訂Lowッ弦(5S)

にd=,て密書L た｡

常長験鶴見

一報に糸車j綾に求Llて′ 埼に述べ､潟L)解I)

は.材料とし乙雁痛粗職(敵壕健･4:竜軒よ']つ酵

秦(-L フUて術' 1t毛4)で去る｡

HnキーGA_レ サ ワ ヴーt:Lっ韻悼

o､l-0､う仙3/仙り葡萄内q)盈自噴温寝でlよ/
50oC

でiO項玖内q)瓦I+c1時間ヒ卒碑轟誰峰り開催l阜

`盛線埠qL､詠め与 れた｡喜た皇過pHl古7tうー7L5'で

あ フ た｡



ち之

i)線素渚他に射す5基層温夜り影響

ネ解義汚性と基項温撮り閣僚EF,t芽･L(a)]･さ軸ZE)

pJlゥ£-Hり合一G,Aり温凄で濁木為壮者示Lノ を泉

Itl上り親藩でl寺島官幣脅が､砂S九た｡専た′

こ9亨tLタりしtれeWeaVeY-Buyk 7oロL,トrF･18･i(h)]は直線

昨毛吊三富ー,勧5oPり圭一HHキーG'ALD鴻夜c下向

ぞに滑れ曲がフセQ勅50pM机上繋が1t^下り旦

簡(圭一榊昏-GA)渡夜でL?見朴け上りKLh侶ばと丸宅､､

九ユ)文･LFL臥EpHで高フ た.寺T::Li,I)t7･･ロット かsつ

u･.1♪係数は0･9Iであ っ た｡こ九 S?帯果J音奔層蕗

轟が垂っ協剛生(¶e5a+Ne CDOP-v;iy)要項すうこと
モ,-Tt し て L)う｡

1)庫紡毛劉生に対す苓EP叫PTT負7/tモノヨー_

ド節電簸り%J響

EPIAタびDTT lこ右フ て鮪希別号l首傾末 L,

埼にDTT は餅東海他にlP碩t･･あう〔F･･a･2)Q こ9

=と負び車重埠幕満仲へり モノ ヨード酔召象っ粗密

(Ftl･細ら本鞘秦廿､帥酪桑であ盲と碓愛したo

3>ミ,_トコンドt)了(叫壷埼負びミワロゾLム01s)

轟J5 LV 秀垂線長滝偲ヘ ウ CQ I)ジン又 ワ レオ
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サドゥ簡響

l;Able A t'一束されて

･LitLH3一傷曹粗織q sゥ

桓Lこ塵え書簡と Lて

面狙う轍か ら の

匂帥e佃十鴨sysTen
がa)与 れ Tlク

仰げノMDHあう

た(Ta♭leA)｡ し

九う S う に,

丁 九や す く

Mt飽食

i)うS-ラl-i.穐腐敗亨繊負

目s嵐4)の 方電路希けそり話

NAPPHg)q電と し Tc｡ /オノ

の ラ壱I蛙Lこ 7 L)て はMAPPH

廿､希香 して､) 1;3< ても.一臥諸性

こり陳に中 主九 苛発陣Ii′ 単に

I,は仰D だ け り 各社でも 射 ら れ

か亀′

7o り イ

こ り =

(oAレ ダウ ターttLとlま全

句 渇 し 七. こ り 餅集

●-

ヽ一■

ヽ

/

り荒性はT･･8､4〔b)で-7TL壬

屯へ､-さヨニ ヰ Lこ不:/S悼イヒ

と か ら′ こ 9 5各値はHr伯-

< 別 ワ醜泉 に S 育 毛の と

はHH専一(oA 書 中九JS解す う

ト州毎-a,A L)了-i:の 可能性があ 苛｡ 才た MAPPH

昔ene竹村仇8SySTen4か有色巧'5時q)話性描7oリイ ン

屯1L､-さヨン中でも申史で-あり〔Ft.3L千B)],H恨-(oAレ

ダワ 9-でつ もq) tt あ各 と 希 A,主 九う｡

乃宙′ 亀頭触稚からつHs直令 つ本格義兄性

l古3oQc tt-ゥ7oりイ ン.もへ｣ゝヨンlこ占フ て急患に

味方した[F;3･4(句｡
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4)本餅泰活性へ q)下山TmX一仰ヒデオヰ'7コ'ト

ト(DOC)の影響.

-la滴歯複勾配亀他に本フ
て僑 られたM甘虚命

とH5壷令可本酪亀芳性はTy;iD¶y-I∝)とDOC に右

･て2･-3確に増木しT=(巧･S)｡しカ､しノ
DOCウ

喝J8′ 約o.I･/c(WA)ltl上り濃度こ●､仔盲 Lう tウ 請

性壬 現車し た｡こ 九らり 界面頚椎*'1に Fう滝

蛙o)博大は車萌索が頗鰯Je酵素 と し て 存在 L

て＼)う こ と を 7Ti L て し)急｡

塵旦一旦ゼーー_:鮮且_i_単車Iこ･占う本.酪素,T811車一一吐

･1･l
t2
ヮ 夜勤

(A)鹿象に S 盲爆冶

R茅､6に希さ九てい奇よぅに′ 新線サ､ソマイ

各塊根ラ姐繊Iては本醜毛汚性はサし し か裸出壬

九推称,たが,庵巣伐′
I 8 白から象徴･こ殖

犬し′ Z日 向に最木lこ監Lた･モA?簡′ うJ今

日と鼻遜lこ竹下した｡テ ルへQ>量げ新鮮サ､1)

マイモ塊根租繊では魂ぁう九丁=､フ 7=-がノ 鹿

済に伴,て′ l日りtq3%, Z日日廿ら是泉に

櫓下L′ ち日A-に最 下里ド亀L′ 路傍仔博尺
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し蒔甘フ た｡一番′ 射線として?切断塙脅に

フリ こ 味/切断後ノl日 TLt手酷亀滝鳩lさ殆少

り増大体育うかノ 乞れ妨後,ヰβB音で仔.ほ

ぼL-変ttIあっ1t｡ i;J舟′ テlレへ｡>頼l音裸出工

九き確か 7 末｡

･初鴨〔92唱与の場合
索8･7(a)に荒さ丸ていうS

IS暗闇)徹′ 鴨仏領与 し

有税暴落幡佐和28守筒徴J-i

ク儀′ 増 大 L′ 豹 ち蹄閣僚

ラlて′

た塙合,

一

時イ甘

rL最下

秀郷､低下 L た｡亨 たrlsi亙頒 では,

圃),届徽て･は斉藤素 沌性特殊先 王 ん

前和魂(Zl三

日T長命 9

T i T=. i

I=達 し た乳

葡原理(挿埼

73 也､フ たかl

牡仏領早便′卜硝筒のhさ後′ 急激に増大し′

鶴6 時間で最大 に逢し, Jt^微減･>

へ｡t,量IJH&ui蒋与後/昔時闇1立寄

孝 心 晩飯l2 時簡 き tr l才 仔 と ん tr 健

忘i一 方′ 対照と し てL,切断租練

歩酸鼻請低位Ht一息･句 に の み見出 丁

して吋 ら く う 闇 味, こ り 虐市 9 :各停

か フ た が′ を九玖簡(12-2今 時間)′●

し た｡ ヲlレ

で博大 し
′

木 し 柑 廿,

に フ､- こ 7舌ノ

れ,切断徴,

称賛為 し 花

約2確 に増



ヲC

甘 し た.ヲIVヤシ萄lかこ つ期間ヰ 持 と 人 ど確恕

†^対町,た[Fi3･アOj)1･

坤上り
こと廿主,亀碇あ号-一首目許CAz頼子

に

古,て初沖て/碑ドns亀令J=奄tりてJ手簡素

話低か顕為に博大 す う もぅ と 発九 S れ, こネ

ヒ キ好 L て テ ル ヤ ン'棒が含A- ミ九 さ｡

麺嵐ケ朝敵申‡卑阜_草

津鮮魚 免vL一価り帝紡令静秦9仰酪内危を低

音漫･じ句鼻tて古
フてJ&帝した凝農(F･･冨･&),ヰ解

寄ri新鮮づ粗職質JLF切断鞄鴇でl古れ直角 に9 み

もつ 鴇煙が頼光 丁九T--か′ 碍病態織で 体Ht･亀

令凡介tこHsあ令とtoS,oOOl且 可溶畔直令(sヤer-

の和みふ.cJlこも沌鳴か･認わSれたb
章tこ′ 方

南蕎 り局在他互-=ユ穣慶庵勾配亀'Lnに
5 ,て 頒

布L Tlと こう(Ft･%･'O,密腎lこ′ 新鮮租確と切断

鞄繊lこ~盲､ l, =i Ht仁F･L甘･qCA)]lてり3,にノ 首た罷満

教職で-1手MtとrJkり葡為〔Rl.q細 に局在すラ こと

が明=-とIS,T'｡こ九与ウ稲見ti町像専
葡職に右t tTさ本醇寄り局奇億(F･t亨･7)t･一致す亨｡

玖rのこ とから′ 庵韓萄盲 t,

(才竹批蒋与
に
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訂,て 勿あ て 壬威 す さ 亨 ル ヤ ン鰻ウJe,cL義lニ は

Mさに局在1号 Hrlq-CoAレダつlクーt-1が牌与 し て い

る と 考 丸 ら ^ た.

男衆

高専 物に茶けう H 色-G,i4_L､Lヮクーt"?存丘

尊名一事ヤ､ソマ イも塊碍鞄噂ド首､し- て HrlキーG^

しダ7 ウーtIが希忠 司 っ こ と と証印 し rc｡亨 た

BTCOkeT ヒRL^Ssel`(3G)も.B塾巴L卿り乾草碓チつ

木モ ミ､､ネート 音 帝 し,て′ 本酪養ク 7i一恵を 示 し Tc｡

丁オ′ Pq"7(57)J'古オレンジ寄席T･け=vA廿.穐出

て 九T5 1こ も か朴車 ∫ ヂ′ Hn卑-C｡A レ すlっラーt"り

汚任qt､教わ 主 4一 時い こ じ を 帝等 し て り 急｡し

甘 し′ 簡り 岡 りた酵養取っ弓洞鞄t,i他職o7 /Ttモ

:Jキートり初動L-- LhT,ftS･HCA級簡夜,pH号LOりatが､彼

同士れ′ 温む勧′ 守 し-ト勧 軒食 事れ乙､-吋t,)

負tF淀惟3aII魚壊(NAP印り軌叫でo) 0支え檀菅Jlt:)に

時間額が､あ りJ乳性r租曽lこ鞄く T}い博 L)′



3苛

根B;不 可能t:一石,5 と 考九_ ら れ る｡促'乙/

和に高専箱物に芯､tlうMVA り食布′ 更ド味イ

ソ 7'レ/ 1ド号令材ドHn命-C&A レダ ウクーで甘､簡

与し て り さ こ とI7尊名の研中専t=J= フ て確立

ミ れ Tlヒ 壱乞 う｡

最梁 安心t HCLiJ与に偉ラHH句-GA レダ,)ヴー亡l

ヱ｣妄･怪凄勃並びlて 専_り粗野+内局

i)Ms怖A>州庁-GAレダつ 9-i:I

新解髄橡隻t^t､T71斬傷曹1粗糠TCt l古Hsに卒湊葛

発憤は線虫王水吋L,[F8･7Lb).8]･ tかL,穫果

隻び､特CRL塀与ド3= ,て初あて Hs(-L本鞘幕発憤

が出現L′ 名激に増大 L′ モク卑滅少 Lノ〔

F･･3･G.ア(a),匂コ′c31と早野してテルヤン嘗サ､衷

あLた〔F･･3･6ノ紬)]o こ舟ゞり尋常･まrlぅに希在､す

う州専一G,Aレ ダウクービUttテ ル1｡')簡L?食或lこ喝

与 ちう ー と と強く 示 し こ し,う｡茅 た本商号専Ii

乞?落憶夜勤嵐耳ガ >t テ1Vlo 〉職っ号令或ク

輝艶捜暗に あ さ可能性オ"あ 呑｡ こク こ と L}孝

敵養乾惟の考勘橡耳かD』a宵(3%)が乾したH岬-

PFデ可lレ汀r守i--ナビっ謁値毎勧年取.東 と貫ねさ
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(この喝蕎は藤津徴′ 璃71 L′ う B 目きで謁′怪

拝領唖帯 こ れ笥)こ と ガ 占も 九 笥｡

序優り観額とし こ′ 卒飼養の別告脊動か酵

蕎喜o)官1C tt'あ るか′ 単匂 う-;ち,Ifっ 菅1⊂ であ

盲11香 か 阜斡稗貫 さ'ず亀サ､､為 う.

2) Ht守経J>.>けn6-GAレ?Ltウ うーtt､

海嶺恕橡受びtb一偽専鞄噸.こい一てノ 叫簡JP2

Hh色-らA レデ?ラーでと し て 棉.足 し T=話悼軒､す で､

乙 卒苦喝専lこ~由壊 す さ モク t:d盲 う と 耳 をこ とlこ

句中 う 簡鞄店石 弓 が′ 貰え基層 ヒ L てNAJフPH那

布をち う橘食 とモ ち tq T31'橋台とでけ朝g サ

lこ号T}盲萌葱三5'I告せ卦牽し 乙りう こ
と[Ftt許･今切

か与′ MDPH が､令Tlす盲燭台 つ方位fあ′ 乞う

l育 と 人 tLfがヰ輯養の モ り ttL 方 さ と 汚 九 主 和 う｡

MADPJl尊Q) =Jヌ ワ レ オナド が各社 し 7:Jt,帝に

確立 されう,T%惟13 Hrlq-CoA I) 7-tL､(EC今.J.5.ヰ)
tll

毛 う と 寛人 ≦丸 吉.乞 り曙宙 ヒ し 乙ノ 第一I=

こ り酵希ド& さ う-Jqc-H[lキーGAっ 旬解愚物で苛う

3--+a-了tト酢琴lきJ Hnq-GAレダウ9-t"o'流′漣

5&･J女鹿竹下9蓮層r7 ロマト 7.tラ7r ド杏け笥
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号り Rf僧1さnVAう ワト ン と迦仰であう こ と/

零干tこ′ 勘幼lこ石･いて｣言htIこH帖-a,At)了-℃.那

局在す ラ こと(3q)があtr与 れ奄｡

他に危Tiすう本塁弊奉り生理的気象(㌻輔うか

で持 Tlい. L サ L

乳紬)に′ みt,て イ

魚心､7L'レ = lレト ラ

= と が教育 さ 九 て

イド告冶 成東(1,･)A

埼フ て い育 と秀丸-

7oラ 入 サド(7 Q

ククー℃､か､局ノ存 す 奇

1-スト㈹卓げe-a蝕ybで叱り 師

ソ1. )ラ ニ
LいPFイ ソ X -?-i:I

)ス是ラー亡､がHいて局TL ち う

有り′ 拙句呼がイリ アレ ノ

I3tLコエ ンサー4見り 令考衷)を

ら 3t う｡

b 7oラ スト)i-Lも柵合一Gルダ

こ とL5i)や‰んJ叫等(12)lこよ,

てカロヰ/イドヤ71トル考の金武轟か各色与

う こ と か､弄丁れてUう｡ i.oJLu.tLh零(12)(まフロD

7Qラ スト つ内外に はイ ソ 7｡レ ノイド生食威に

サ尊 敬61健91勢蚤喪(AcCbA=,ン ヲJ?-どから 7｡レ

ニルトラ>ス在ラーt:)か頂乾す盲が, 71トル)

カロ ケ ノ1ド ヤ7pラ スト千/ ↓ 符t･､c? 7 p D

7Qラ ストlて簡領有1 ､ノ 7o レ ノ イドの三食ダに

/q:奇相野鳥奄は･-ク ロ B7･ラ 7tト 内Iこ しオ局在
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し柑l'とL,こ4)古ち 指印2reヲr亡粁叶外か意

卑葡物1= 苗､tT∂ イ ソ 7b レ/
,1ド生食薮り圭雫

乃弓弼幹健噂で苛写 し考ぇ乙､,号｡

Jtlエq)こ と オi′ 高専確土物lこ 7;､けう確々 り

/

イリ アレ/イドつ 含J4L家禽仔Htノ つ t= t'アラ

ストレcラ′スサド)填びH,C可適性あ令モ含めさ)9

うフ1こ 大3JIさ3Lう希が市布L,宅ネ どネ り嶺

味鳩物価の駕葡,角1Cウ 過渡サ痩楓L?硬化l-i

舟あして′ 高良L-L碗簡さ九て い 号モの と稚泉

さ 九 う Q
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Table 1･ Effects of pyridine nucleotides on mitochondrial or microsomal HMG-CoA reductase

act土Ⅴ土七y

Mevalonate formed

(nmole/30min
Mt fractions from Ms fractions from

余

Deletions Additions Hg-treated tissue Diseased tissue Hg-treated tissue Diseased tissue

None (complete )Ia None

NADP None

NADPH
regenerating None

System

NADPH regenerating 8mM NADP

system

NADPH regenerating 8mM NADH

system

NADPH regenerating 8rnM NAD

system

NADPH regenerating 8rnM NADH

SYStem 8mM NADP

O.5mM ATP

0.271

(100)

0.104

(38.4)

0.041

(15.1)

0.066

(24'.9)

0.042

(15.5)

0.034

(12.5)

0.135

(100)

0.045

(33.3)

0.047

(34.8)

0.024

(17｣8)

0.051

(37.8)

0.020

(14.8)

0.221

(100)

0

( 0 )

0

( 0 )

0.001

(0.5)

0.001

(0.5)

0.008

(3.6)

0.006

(2.7)

2.54

(100)

a. standard assay cond土t土ons.

Mitochondria1畠nd microsomal fractions were prepared in the presence of 1%(w/v) BSA from Hg-

treated and diseased tissues, respectively. Figures in parentheses represent relative activities.
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Fig･ 1･ Effect of substrate concentration
on HMG-CoA reductase

act土Ⅴ土七y土n the part土cula七e fraction from diseased tエssue･

(a) and (b) show the effect of
'different

concentrations(S) of

i-HAG-CoA on enZyme activity(v) and the corresponding

Lineweaver-Burk plotr reSPeCtively･
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E: r1;

言草o.2
0

DTT qEDTA cone.(rnN)

Fig. 2. Effect of DTT (0) or EDTA (●) on HMG-CoA reductase

activity in七he part土culate fraction from diseased t土ssue･
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Fig. 3. Effect of monoiodoacetamide on HMG-CoA reductase

act土Ⅴ土ty in the part土culate fraction from diseased tissue.
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Fig. 4. (a) Relationship between enzymic activities and reaction

time. (b) Effec七of pre土ncuba七土on a七 30oC on enzym土c act土Ⅴ土t土es･

Mitochondrial fraction was prepared from Hg-treated tissue

according to Experimental Methods_ except, for the presence of

1% (w/v) BSA during the preparations. ●-● and o-o ,

enzyme assays were performed 土n the presence and absence of

NADPH regenerating system, respectively. The other ingredients

were contained according to Experimental Methods. (c) Effect of

preincubation at 30oC on microsomal HMG-CoA reductase in

diseased tissue. Microsomal fractions were prepared in the

absence of BSA during the preparations.



51

0･J

TritonX-100 or DOC cone. (%)

l

h
^tDi

JJ ∈`

･■ ＼.
> E:■
･r1 ･rl;

÷I己;
Uく⊃;

Etl∩;
iiコ!∃

a) a)

E: I-1.F

Nh E:0:■
F; F:;i
B] ､一妄 0･2

Fig. 5. Effect of Triton X-100 (0) or DOC (+) on HAG-CoA

reductase act土vl七y土n the m土crosomal (-) or m土tochondr土al

ド---) fraction of d土seased七土ssue′ prepared after sucrose

density gradient centrifugation･
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Fig. 6. Changes in HMG-CoA reductase activity and.terpene

contents after fungal infection or slicing. particulate

fractions from diseased and cut (as control) t土ssues 土ncubated

for various periods were used for the assay of HMG-CoA

reductase. The infected regions (About 0.5 to 1.5 mm thick)

and tissues sliced (3 mm thick) from cu七 tissue were used

for determ土nat土on of terpenes
土n diseased and cut tissues.

respec七土vely. At zero time. fresh 七土ssue was used. (o),

activity of HMG-CoA reductase; (+) , contents of terpenes.

-

and -A-, diseased and cut tissues, respectively.
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Fig･ 7･ Changes in HAG-CoA reductase activity and terpene

content after HgC12 administration (a) or after slicing

(as control. b). Experimental procedures were七he same as

described in Experimental Methods･ ●-● and o-o ′

changes in activities of HAG-CoA reductase in mitochondrial

and m土cros｡mal frac七土ons. respec七土vely. △-△ ′ Changes

in terpene contents･
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､ Fig. 8. Subcellular distribution patterns of HMG-CoA reductase

and other membrane-bound enzymes 土n fresh, cut and diseased

t土ssues by d土fferent土al centr土fugat土on. Each fraction was

prepared from fresh (left), cut (center) and diseased (right)

t土ssues by d土fferen七土al cen七rifuga七土on, respectively.亀 of

total protein: ra七土○ (亀) of protein con七ent 土n each fraction

to the sum(100%) of all fractions,･ relative specific activity:

ratio (%) of activity in each fraction to the sum of activity

in each fraction / each % of total protein. Fractions are

indicated in the order of sedimentation from left to right:

Mt i (300x皇. for 10min
- 7,000Ⅹ旦. for 20 min).

Mt 2 (7,000Ⅹ旦′

for 20 min
- 15,000xg, for 20 min), Ms i (15,0001x9' for 20 min

-

30,000Ⅹ皇′ for i hr), Ms 2 (30,000Ⅹg, for i hr - 105,000Ⅹ旦′

for 2 hr) and Sup･ (105,000Ⅹ皇- SuPernatant)･ A : HAG-CoA

reductase, B : cyt. c oxidase, C : NADH cyt. c reductase,

D : antimyc土n A insens土t土ve IIADH cy七. c reductase, E : NADPH

cyt. c reductase. ど : catalase.



i- Fig･ 9･ Distribution patterns of H山G-CoA reductase and

m土tochondrlal and m土crosomal marker enzymes on sucrose density

gradient centrifugation. Mt fraction or Mt and Ms fractions

were prepared from fresh (a) or diseased tissue (b), using

homogenization and elution media containing
1% (w/v) BSA

and subjected to sucrose density gradient centrifugation as

described in Experimental Methods. Ms fraction was washed

with suspension medium(0.05 M potassium phosphate buffer,

pH 7･5, containing 0.5 A sucrose. i mM EDTA, and 1′mM DTT)

before being loaded at the top of the gradient. 0-0
,

activity of H比G-CoA reductase (nmole of mevalonate formed

土n 30 mュn per tube); ●-● , act土Ⅴ土ty of NADPH cyt. c

reductase (土ncrease 土n absorbance a七 550 nm per m上n per tube);

△-△ . act土Ⅴ土ty of cy七. c ox土dase (decrease土n absorbance

at 550 nm per min per tube),･
---

, mg of protein per tube.
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今別食に隻l訂すB5A･,基層受び､鴨

頂り彩管

鶴毒

第一鼻で鼠へ､T=5ラ に′ 本酔寿t古ミトコン

ド')了LHt)とモr7 Dソtlム伽Dに舟をし′ Hstこ乳出

丁九た日日G-CoAレダつ9-I:I btL､暑療病商･lこ長吉鬼

謀ヤH3CRL苛与ド'て生木すうテルへ｡･〉鵜り冶

布に開与すう と敢73し て3=し)b 健フ て/本章

でI5帖離合 けr1年-GAレ ダウ ブービ り,T%,性に受,Stす

醜画与に簡すう零時盲背,Tc｡

番簡毒lS･線鴇冶萌幕で'ち さ｡噂格J%酪秦･古

一夜にノ 曜内でう3/正穐1;J王j里的樽.乾ドあす■､

サ,て し'盲 Ll司時に嘩構造そWy好し､て 宙･〕ノ

橡一席け構息lこ倦有し 乙常卑さ4tう.倍,乙′

C り 両蒐 モ 抑 t)常し 乙
L古老 久 ら れ 汀い｡ すT3
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馬車う樽熊毛官iC モモた t)ノ ちぅ り
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フて7ロト⊂b-(aL]oiDFy〕とo%fSれた｡このFラ

7a頒和Je酵素り頚髄体同時lこ可癖イこ/鳴海ク

厨恕丁り ため., iり弼竜野的修簡を珂申すさ

r-cltら 碍穿 と モ 7;i 'て

根裾を酵希 り後衛モ

1宥 と f:3 さ りIa √ ･)怠り

的4)曜鼻 毛 S つ歓呼サ

で あ さ｡ L か し′ 勧上物

尊相物で 仔軸稚内鞄和

i)呑｡

取材すTa埼J%,もぅ星

碑素 話 悼 盲 保 博し T= 匂

フJ'叫亀dド令常陸 了 う こ と

り偽･t.3
と 汀紫 し 乙

′ 高

音秋野か つ('叫Tac†lこJS馳

了 号 にLaタ9 く っ 平和 71面-y･･Tb ､1′ ネ た"tこ 一触

的各書簡智沌廿､､錦立 て入て いTJしゝ と し', Z 3=t】｡

笥Jこn5り旬報17･南経てち さ. 乞 こ r車貴 でtま

年功一拍俄魚では 考 さか′ HHキー(bAレダ ウクーt.I

壬 可能T;a博'l
L'れ†acT布状態ド碍持

す盲 目s畠句 も
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甜智子 盲 こと長芋-の 目的と しT'.

曹lこ′ 貨一旦9F･a･†Lc)で示L T:右ラL=ノ 方

敬慕l‡線確奄り琳簡こ1.も不守醇であ･1ノ 3ooc

r'7'リイ
ン屯↑･->5ンti=-ラと,鼻達,=策汚才

さ｡碓,て′ 者こり 目的t古書一 申 自的と塵璃

tこ簡俵す さ が′ タ傍り 喪帝輪中遂Al守りT;i71こ秀

一喝泰つ不卓を一倍り 停.個と 号り 牽 昏1C壊を解朝

す 盲 - と と し た｡

棄韓打法

且幾月朴実‥び､ミ__つロサ4(吋亀匂_.午_昼型

寄･一旦で漣^t･た芥うに鼻血病轟-v､ソマイ

宅塊格租職句簡モ 何し一 rt･ Ms塵JS 9盲周智は襖

曹帝隣尽博雀幹き一口
ー1かネで摺･) &tラす巧

I-一五で-,TLモ ヲ､ナイ ズ､ L T: iIR升牲第一阜iL･避^L､た

温')て-t毛う｡碓み砺卑し r=れちあち 色一度-;i,%

し T:守 り を健闘し T=(T4』lez′le3e竹d考鴨)｡

s 甘 s 9 1脂骨ヒ睦.脂甘 酸tF輔)り蘭

観L 良

横棒層仔Fo(ch写(1)りす如こ健,て締出 し た｡
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相法し T:--脂項あ石 弓､iウ乾離脂昨晩亡F冊)つ韓

もけ簿層々 ロマト ゲヲ71- 〔主t)匂rIレ 早′ 卑

LT;0.7S･竹仰′ 嵐間藤線;長押=--Irル/I-テIレ/辞

職(畜o:うD:I/ V/V/v)]
(tD)tこS,てAIJ-, t=｡こ吟頚

ぐL才′ 砲悼脂博(サ､l/マ イ モ楓博恕職?H,乱･S

千 -こは79'ケq,鳴脂博がJrT TI寸 茅 ヒ見事ネ}かt;

惇 と 人 tI､J5 燐鰐項で盲 3)L3 衛兵.I--i-き 盲 が/

Ff^
,ス

ラ ローJレ 争JVL一千惟脂官ヰ各節 さ 4Lヽc

各㈲懲′ 練兵､イ寸立クt,リ カ ナ､ル 阜甘苦取'),

碑熊笹を5一叫且ク ワ D L3花ルL./Xウ/-Iレ(2こl′

v:/v) Tt5噂軸Biし T:｡こり S ,- Iこ し 乙情う九

た稀締項(}月teルLLl)4)オ浪に雀,て 変電 した｡

IJM且 りr15懸渇液IこZDyp(yv/v)ト･)つD t3酢飯き

D､F仙Eの軌令乙tt菜増 し た僚′ 食事 本て u言 下印

篭 2LO叫R 9 qJ-ヘキ サ ンでう 厨子由丑Lたo 碑Bi兎

IS垂素魚親牛で皐@しT:領′ 少量のエーテルに

溶かし′
-r記L T;-L尊属つロマト1ラ71- L伺

Ct喪こt風間L′ FFA 号令離し た｡尾野簡′ 7｡

トト 皇 ヨ ウ 泰息気lこ丁 5t し
′ 頚鴇曹 tこ呈 した

fFA Q'密今(肝o､2-0､旬阜かき弔t)ノ 盲九廿与
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FFA をl¢(v/v)で爾色名iL Z､DJP4Rりエーテ ルで3iE)

呼出しT=･こ つ朝出轟音 宴蒸気泉ヤLt､見合(;尊

@ し た億ノ ブアゾ x ヴ;含 萄ク エ-ーT Lレ溶液に

密か L,メナ Lレエステ ル^iCモ解, Tt｡こ4'よ

う1こ し て 吉岡敬し TIFFA り X ケ ル エス テ.lレ モか

入 ワロ マト ゲラ7!-CJt,1帝′ 督督し1t(J2)a

FfA ゥ Xケルエステル
ウかスウ ロマト?tIラ

71一

にS舌JS櫛-いsy.盲耶rCh竹qoSoy』W(eD-8D
Mesh) 'こコ~卜されたd少eれe5JycoJsucc;i"aTeコ盲充填し
1tスヰールオラ々〔0.うXLqDcJ舌確固し て^13-Jf'孔た｡

カ ラ ム 学び､イ > 氾J7クーとテキテククーウ温夜I3そ

木k{'九. 1アo℃安び､z6c･Ocで､盲 フ た｡手た範I)ア

かスとL て整毛を伸:葡L,こ中庄カl才8k3/cyq3

tttあフ 克｡ FFAク定号はEo-7ウ亀尊皇熱愛 す

う こ と に S,てAll-車 れ た.棟簿迎観は′穐々ヲ

晦肝醸つ Xサル エス テlレが一定号?暫IJeで名

手れ た標準額襲(シウーーマ車)も頒伺L,モル鬼瓦

ド如 し′ ⊂㌧7香里 モアDt,卜 す う こ と に右,て

偉観L′ こ^モ嘗lこし て,試料り濃厚毛度量
し Tc｡
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酪素話性泉一 安t/ 巨項定量

H順一G'Aレダウ 9-ビ′ サト ウD-it(cy十･) c オキ

ダ｣ tLt′

C レ ダ､7

性は者一

日博粗蕗

アンサマイ 主 ンA 非鹿骨惟NAPH eyT･

タr-ビ男び､NApPH cy+･C レダ7 9-tttク汚

卓で避^ttた寸法tu矧脅 し Tl-｡手r=葦

はLD-ツ豹3)ウオ簸で背順しrt｡

車軸触塚

目5髄Je HMS-以レ q

J7クーtlt o)アt) 1 〉 屯へLさヨ

ゝ 中 9生 島ヒ
_
り 温海価.有性

育餅愚ISちOQc cLt7o I)イ ン 屯へ｣卜 す 盲 と貴速

に矢謁 した(F･･a･i)･ ⊂つ 笑話t3通商(:俺存して

わり′ 7o I)イ ン私ぺ､-卜 す う 温良l:づ付す さ 薄青

,;i他っA7YhevLi"57oロvJト(52oQC
付並で滞れ曲がフ

た(F･･含IZ).こつ7Cロ､ワト甘5算Biごれう5%･性1Cエ

ネルギ｣ はZO.C Jス下C仔2,つoocW/wole 苛た乞食

l･八= ウ･-,&複ttl t才14,o-c〃-Ieと各リノ こり不藷

修^･c サ､阜≠盲敷電話ドf さ と い う 占 t),与し

ち琴秦的将卒あlこ定座 す 盲 モ り で あ う こ と･か一

系質さ れ た.
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互選遠?ヤい干∵幸卜苔寺ヰ叫⊥_賃サ_茎⊥旦聖

塵_聾

者酵素り不汚悼化り抑制法 と し 乙 タタく り封

卦が何てれT;か,今血清ア ル7't卓 ン(B5AノFn&軸

V,5)tグマ4a=)か､濁モ萄如で葡ラ こと廿､ネが,た｡

f･･∂､5{'l,-T･さネてUう√うに′ 粥有家Fct漁に

藩政(o･6-卜2d/o,～/i/)c)BsA号和久うこ と に√ ,て

高

三ヰ
/t>

性が高わ 5 叔Tc｡才1:-~㍍以ei 13 h､直J5)そl･/c(

～/v)BSAq)各&LLで諦観すう ことL;Sフて/簡1こ

ア〉サマイ 三 >A寺尾f5'k'性鵬D日中･･C レ ダウ

ア-tt､受t,tt HH句-CbA レダウクーでり汚怖が2-2L5一

偲lて高め主九たこと毛布していう｡亨T=F;8･1

tq読了 か て い う √ ラ にノ t./QLw/v)BSA を 衣/+c痕に

和久 T=掲AD ′ 7o I)イ }私ぺ･一三ヨン){ 3･う 食詰書

町制 す う だ17'で仔瑠くノ t/6怖が場末 下 さ こ と

が布 か, 1:-t｡曹 に′ アJ)イ ン も1L｣きヨンヰ tこ

BSA を添加Lて毛布誰咋化ウ抑制効果併艶々

去年1t o L 叶 しノ ア`フィ ン キュヤーさユ;,乏 し 路l)

碑り渚悼亨{･tlこ国債すること捗73廿一缶(F･tS､4)o

拍上 Q)こ と かち′ 苓酵素り高い謁他言偲母



ぐ3

して､1 3 rls昼食 き碍盲 た ゎIこ は モ つ諦l確 り重

層懲ttt B5A か布をL てl･う こ とかL¢傾であう

し と か､ネ か っ た｡

βSA 帆外ドも/オ酵素り 7o')イ >車へしうヨン

･lてS 盲筑',S仔甚項て･-ちう 汁伯-GA とNAPPH ウ両

肩ドSフて抑制丁れた(Ft'甘･F)｡ しっ､L,H佃-

aAぁち t'

lさMDPH の tt･ち 主 か -す だけでけ先

箱っ町制如常緑魂あら丸TJか, r:(軸､s-)o

ア.イ)もへしさヨン tこ 古 さ 卒研素の 笑話り甥

且

アリ イ

73 く と も
:=i

--~~一~=

ちll-i,ヨニ ヰ つ 7F召拷寄 り 繁沌lこ.才 ケ

フ つ 可官El性廿､男 九 う れ T=b き り
一

フ

tさ′ 諦鞄ヰ並JZ,L､に70t)イ 〉 私1L｣ラヨ> 中 t-L主

務し Tl盤専鮭節附醸しFF*)がず1萌弔沌植毛呼列 す

茅こ とであ ち｡ 1eう
ー フ は′ 淘鞄中巻びJ-L7'

I)イ t,私へ⊥t/ヨン 中に脂頂令解餅泉t:羊,て,

nsつ 鴨簡qLt塙韓亡 れノ 奇層罵蚤せ取L)尊い て L,

∂鴨滴り琢像が乱丁九ノ 乞り 解釆.有層乾養ク

櫛藍が不t*起砧モりへ,%1t しノ ひり乙 挿思箔

ち 3 T1わLt{ 満 ち｡ A4'7L,lこ 泣付たB5A っ 史話抑制
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ウ御車 坊り すtれの 可能性l; S'て 毛蛾印寸九

巻 こ と と 屯 る.

音す､,葡鬼q)可能悼モ検討すうT=わノ 細亀

ミ丸 たns直角 にFFA カ､L､呑管す盲 か奄甘 を細1t.

たク t中筋界,相号音りFFA が､彼此壬れTc(

Tqble･2ノ3)o 土笛FFA はn･ルせケゝ酸とI)ノー1L

醜tttあっ Tc(Tables)｡更lこノl･/Q(W/v.)BSAQ碑Tiク

モ ヒt.I Hs直食 を瀬微音 う こ とlこ 古 フ こ.紬-6oyo

り干FA が韓互甘れ うこ と かゃか, rc(Tab)e z)o

)穴に主 TaFFA でlあう/､-ル さサ ン啄∠ L)ノー1L酸

9手簡肴-,%峰へり%y,響色調へlた(F[冒･e)e 乞ク簡

潔′ こ4t 与り 阻常勤果t才施あ ら8-す',普に沌

植毛高砂た｡こ九はSDさ(sbd[LLnn Jbdecy]sJ(ale)で詠

めs九たLFIL8･G)sぅ相原面馴叫tとしてり鳩簡

にS う t 9 と 秀丸 5t九 た｡倦,てノ B5A に よ

うFfA り nsサiり 陣象1古魂あ S 8･う もり')
/

こ丸が適確′ 斬首,:盲/l%盲高めたI)ノ 保喝した

I)才 う モク LLtは働 い こ と か申 立 か と.1Jフ た4

す唱 車ち,専一q)可能伸は考九がたt'｡

次の可簡惟そ∵棟射すう たゎ′ 青 首､7.I)イ >
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才壬^tt-さ3〉 中lこ昨宵が令解丁 れ う か置かせ篠射

した｡ Fttす･7持7Qソ イ〉も^-t一三ヨ>平に庫喝暴追

低か最速に 失命 れ号- オ′ =丸 と 相聞圃偲壬

守,て Ff:A が博大青 首 こ と′ うi3与 ち M39熊

笹がれス 布11 /tD-でA籍悼き葡 う さi;解控紡毛I-i

S 'こ 角角阜Lr れ う こ と モ 7r7TLし て
U 盲○ こ&? S

う Lこ腺鴨層り･5解lこ催'て′ 腺開幕サ､朱>T%す

さ現象は′ 乞ク終幕が聴拍骨と憩い裾互作用

モ保守 して 舟11ノ をL,磯簡ウ jE一帯特等現I=鰐

項9希有がゆ電ttt石5 こ と乞弄し 乙 U3｡硬

毛ち丸J5tt′ 萌素餐白骨Jhナウ
コ >,Tメー5a>を

垂過Tl媒簡ド催フつLこ硬賭博が′LP草で苛.1ノ

脂傾が蹄蚤磯徽o)舗静ド壬雪舟彼勧を果 たし

て､,う 句簡略がも う｡律,て′ 井餅寿がし)令

ゆう8cL,頂侭有悼つ醜蚤でも う耳1監修がL十令lこ

嶺 盲｡ こ う S=

素とL て′ ス

●-

プ

チ

7%脆簡倦T5-幡豆元号Hs髄JP.1餅

ア4)ルGAデヤ11?-ど(lt)/ゲlレ

コース6-7rtス779一ビ(J5)頚vt､MDH c/T･C,レダワヴーで

(拡.1カ瑠tt､甘い知ら3t‥)も｡乞こで絶頂席有′性

喜寿耳餅最として帆P日中Cレすワ7-でと与ラ
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ttt指L)NA･DPH CPL
C しダウタ~t:tの汚惟へり 7B')

イ〉もへ｣i,>tこ右う%&//響モ細でT=(F海･軌 tゥ

海東,経常価有,tLEを帯すN4P日中､ cレダウクーt'L

L?請低I才r I) 1ン 和1L｣)ヨ1に& フ てラ杓5bb/o9

請悼サ､草本乳T=のlこ軒Lノ モラTCtT;3UMADPH

oy*t cレダウクービり別隻l才和20o/oし巧､横車九な

カ､フた(73み′ こ九うつ味見(:射すうB5Aク

抑制知居住髄ぁられ舟匂､フた)o こ¢簡果Ll

即時-C.^レダウ ターtt､か"脂簡催有性tLtあ急こと盲

責苛ち さ 毛りであ 呑｡

次に本静養Q) 7. ')イ >ニも1LLさヨン に訂う壌'%

が竹か う添カロさ九た燐絶頂に3= フ て町制亡九

うか香訂嘗細へ.氏(F･la.i)･篭り砺界′ 諦鞄され

たH,垂iiカ､ら碑出 L Tc FFA 号令茅 なし一博館簡

(Sセ ルと L
て加九Tc)(こ古,て′ 乏'?官話L5仔

と んtt一呼割亡 九たク

Lt7エ り = と廿 ら′ 本1琴希っ7･l)^ ンも1LLさヨ

ニlて 右 呑 東t,馬り 聴層 と し て′ hsLニ弓鰐JeiLて L)

盲 と秀人 う れう れス印tlハ｡-tLIA話悼も帝,た

縮領句碑餅蔦L=･j舌悔博の･5解か′ ヰ瞬鼻q?
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構塵的不中産イ亡長引モ

と毒九 3九た｡招あ､′

抑制号 令 こ と と 瑠5｡

考察

Hs髄金目日伝-@_Aレナ､ 7

寄こ ち こ とI= 5 ぅ も〃

こ う 不寧 舜イ亡屯 βSA が

-tLLゥ 千_,S'惇イヒ

夜 Lこ呼帝 L た御腔内額a5A 応｢橡簡活性 を

う杜を単敏一 与 たゎX

村境で高 さ こ とが′

ド つ し,て ≦報嘗 モ 凡 て

チキr)人 中に名 号 丸 う1t､ミ

7 ロ ロ 7b ラ スト(18)ヤ托tll)

し)う｡ こ り S う 7;1こ と か

i β5A り樽範と し t,亨 ネが怖骨J5軸酵蕎互

斡脅す 言 モウ-{は甘く′軸館内傾聴っ諦観牛

I,L階層･S海南秦り 斉あにS ,て 里館･した.ち

写り ば象凍知略内lこ有徹して いT=FFA t鴇冶ノ

簡ます 盲 ニーとI; S フ て確り構造的預喝ヤ牌轡

J%醇菓穣白骨馬子)りヰ性毛帝人 冨モ?と貴ん

;恥Z 亨T=L軌 官僚lこ′ FFA にSっ て=十9勧

滑Cb)′ 7 D ロアうストゥ棉監督1tLa)′ 4トク

ローネ P-450とサト7 a-4 ♭の奇畔(22)ヤプLVコース

6-れスキ9-でり繋>7;(23}初カtt､引ぎ乾こ 古木さこ



i?

とが観音丁 九 て い盲｡苧Iこ′ ホス ホ

(17,ヱ5)㌣韓嘩っ･JItc-ttL(2t)tlt卜5毛A7理し
Iしコ~入 8-7F久うクーでげ 筆男 す 盲 が,

t3･高落寄 り βSA lこ F , t 瑚つ倒さ 礼 盲

I) A.-でc

た噂. 7"

′■ヽ

ヽ_ q'矢二滝

と 毛簸

篭ミ 九乙 L,さ｡ J確か に′ 碑簡素 tこ右,て は′

FF∧ L=よ り不5;%悼1c･で九 た-)′ こ範 がBSA に

訂 7 て 呼卸さ れ た り す 盲 こ と モ あ ち ち.焦し′

サ､ソマ イ モクH鴨-aAレダり ヤービり埼名tこは,

乏 ヲで 持1;L､,ど

す巧 手ち′ サ

髄金汁｢嶋-GAL ダ

はF[3-6で示Lた

モ q)LLt は1;)く ′

穐傷lこ 5 苛モク

9髄凍′ 51葦毛

βSA が抑･制 ち う

亭た′ 中衛寄

申5 九 T5 甘 モ し

ウ基層と ≠ りノ
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亨了-でっ攻尊か3保韓ち 盲 と して も現錦さ れ
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i,主丸う距簡JS鮎簡毛rLよう脂預り 句碑ウT:
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協Apで昧′ NAPH a/*t c レダ')9-t:tり褐色と呉
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Po

常体蘇峰萌希て･あうこ と盲強<荒 してい写さ



?i

References

i) Katchalstki, E.. Silman, I. and Goldman, R. (1971)

Adv. Enzymo1.. 34. 445 - 536.

2) Racker. E. (1967) Fed. Proc., 26, 1335
-

1340.

3) Razin, S. (1972) B土och土m. B土ophys. Acta. 265. 241
-

296･

4) Singer, T. P. and Gutman, A. (1971) Adv. Enzymo1., 34

79
-

153.

5) Cerletti, P. and Zanetti, G. (1971) Zn Membrane-bound

Enzymes. ed. by G. Porcellat土 and ど. Jeso. pp. 161
- 173･

6) Silman, fI.工. and Rarlin, A. (1967) Pro. Nat1. Acad.

Sc土. U. S., 58, 1664
-

1668.

7) Coleman, 氏. and Hubscher′ G. (1963) B土och土m. B土ophys. Acta′

73, 257
-

266.

8) Rossi, C. R. and Cariagni, G. (1971) =n Membrane-bound

Enzymesl ed･ by G. Porcellatl and F･ Jeso･ pp･ 147
- 159･

9) Folch, J., Ascoli, I., Lees, M.,工4eath, J. A. and

LeBaron, F. N. (1951) J. Bio1. Chem., 191, 833
-

841.

10) Noda, M. and Zkegami, R. (1966) Agr. Bio1. Che., 30,

330 - 337.

ll) Allen, R. J. L. (1940) Biochem. J., 34, 858
-

865.

12) Suzuki, ii. and Uritani, I. (1977) Plant & Ce11 Physio1.,

18,土n press.

13) Lowry, 0. fI.. Rosebrough, Ll. J. Farr, A. L. and Randall,
R･ J･

(1951) ∫. B土o1. Chem.′ 193. 265
-

275.

14) Jones, P. D., Hollowang, P. W., Peluffo, P. 0. and

Wakil. S. ∫. (1969) ∫. Blol. Cbem., 244, 744
-

754.

15) Duttera, S. M., Byrne,.W. L. and Canza, M. C. (1968)

J. B土o1. Chem., 243, 2216 - 2228.



ア2

16) Jones. P. D. and Wak土1. S. ∫. (1967) ∫. Blol. Chem.,

242. 5267 - 5273.

17) Ozaki, S., Onishi, T. and =mai, Y.･ (1970) Twelfth

Proceeding of Japan Council of Biochemistry of Lipids,

12′ 1 -

5.

18) Friedlander, I4. and Newman, J. (1968) Plant Phy'sio1.,

43, 1249 -

1254. ,

19) Bonner, W. D. (1967) Method Enzymo1.,
.ed.
by R. W. E畠tabrook

and M･ E･ Pullman. vo1. X, pp. 126
-

133.

20) Earnshaw, ilvl. J. and Truelove′ B. (1970) Plant Physio1.,

45. 322 -

326.

21) Broody, M. (1974) =n Biomembranes: Architecture, Biogenesis,

Bioenergeticsr and Differentiationl de･ DY L･ Packer･

pp. 331
- 351.

22) Depierre, J. W. and Ernster, L. (1975) FEBS Lett.,

55, 18 -

21.

23) Cater, B. R. and Hallinan, T. (1971) FEBS Lett., 16,

137 -

140.

24) Rhoよds, A. R. and Veitch, F. P. Jr. (1971) Biochem.

Biophys. Res. Commun., 45, 1457 - 1465.

25) Cater, 3･ R･, Trivedi, P. and Hallinan, T. (1975)

B土ochem. ∫., 148. 279
-

298.



ア3

Table i. Effect of 1% (w/v) BSA on activities of HAG-CoA

reduc七ase and other membrane-bound enzymes

-BSA

比t 比s Mt Ms

Cyt. c ox土dase

NADH cy七. c reductase

Ant土.土nsens.
b

(3.:5,≡)a(王:……)
4･98 0･83

1.24 1.10

(0.61) (1.10)

0.36 0.99

NADH cyt. c reductase～ (0.95) (2.48)

望琵ヲH｡redu｡taseb
(冒:…56)(Oi:39言)

HAG-CoA reductaseC i. 59 2.76

(2.09) (2.14)

2.02 0.70

0.38 0.40

0.38 0.41

0.76 1.29

a, Mt and Ms fractions were prepared from diseased tissue in

the presence of 1% (w/v) BSA during the preparations.

b･, change in absorbance at 550 nm per min per g fresh weight.

c, amount (nmole) of mevalonate formed土n 30 mュn per g･ fresh

weight.

d, ratio of act土Ⅴ土ty土n the presence of BSA to tha七 土n 土ts

absence.

"antimycin A insensitive" is expressed as anti. insens.
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Table 2. Removal of microsomal FFAs by BSA treatment.

FFA con七en七s

(nmble s/mlg p■ro tein● )

FFAs

PA

SA

OA

LA

LNA

98.3

15.8

8.2

35.2

4.9

36.3

8.6

3.5

20.4

3.1

(A)
-

'(B) x loo(%)

63.1

45.3

56.6

42.0

45.3

PA.･ palmitic acid, SA: stearic acid, OA: oleic acid, LA:

1inoleic acid, LNA: 1inolenic acid. (A) and (B), FFA contents

of BSA-not treated and BSA-treated Ms fractions. respecti∀ely･

Ms pellets were prepared from diseased tissue in the presence

and absence of 1% (w/v) BSA during the preparations, and then

Washed one time with suspension medium (0.05 A potassium

phosphate buffer, pH 7.5, containing 0.5 M sucrose, 1 mM EDTA

and i mM DTT). Final Ms fractions are ca11ed ‖BSA-treated Ms-T

and
"BSA-nこ)t treated Ms", respectively.
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Table 3･ Compositions of the endogenous FFAs of BSA-not

treated and BSA-treated Ms fractions.

Ms fractions

FFAs

LAA

MA

PA

POA

SA

OA

LA

LNA

BSA-not 七reated BSA-treated

(亀 of total FFA)

3.8

2.9

54.5

4.5

5.8

3.1

21.3

1.8

9.8

4.4

43.9

5.4

6.8

2.9

22.0

2.4

LAA: laurie acid, MA: myristic acid, PA: palmitic acid,

POA: palm土tole土c acid, SA: s七ear土c acid. OA: oleic acld′

LA: 1inoleic acid, LNA: 1inolenic acid.
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Fig･ 1･ =nactivation of HMG-CoA reductase during preincubation

and its prevention
by BSA･ BSA-not treated Ms fraction was

preincubated for the in4icated times in the presence (0 ) or

absence (● ) of 1% (w/v) BSA, then the畠ctivity was assayed

as described in Experimental Methods･ Each point represents

the average of two experimental
data･
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Fig･ 2･ Arrhenius plot for inactivation of HMG-CoA reductase

during preincubation･ BSA-not treated Ms fraction was

pre土ncuba七ed a七ind土ca七ed七empera七ures for 30 mュn and the

activity was assayed as described in Experimental Methods,

then the Arrhen土us plot was drawn･



ア笥

>ヽ

毒l･5
ニ

U

ロ

ー〉

>

≡ ===

⊂I

C)

α:

l.0

BSA con°.(%.w/v)

Fig. 3. BSA activation of HMG-CoA reductase as a function of

BSA concentration. Ms fraction was prepared from diseased

tissue. BSA was not present during the preparation. HMG-CoA

reductase ac七土Ⅴ土ty was assayed 土n the presence of the indicated

concentrations of BSA. Relative act土Ⅴ土ty: ratio of act土Ⅴ土ty

ln the presence of BSA to tha七 土n 土ts absence.
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Fig･ 4･ Effect of BSA on inactivation of H比G-CoA reductase

during preincubation･ BSA-not treated Ms fraction Was I

pre土ncubated土n the absence of BSA (●)･ A七the~arrow′ 1篭

(w/v) BSA (final con°.) was added
七○ 七he mixture and further

pre土ncubat土on was con七土nued for the土nd土cated times (0 ) ･

Assay cond土七ions were七he same as descr土bed土n Experimental

Methods.
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Fig･ 5･ ~Effects of NADPH and HMG-CoA on inactivation of

H地G-CoA reductase during preincubation･ BSA-not treated Ms

(1.2 mg/ml)
fraction was pre土ncuba七ed for七he土nd土ca七ed

times in the presence of both
NADPH (8 mM) and HMG-CoA

(o･7 mM) (0) and a 50 pl portion of the mixture was used

for the assay of訓G-CoA reductase′ using
14c-tiMG-CoA･

BSA-not treated Ms fraction Was preincubated for the indicated

times in the presence of NADPH (8 mM'● ) or
14c-fiMG-CoA

(o.7 mM,▲) and the reaction was started by adding
14c-HMG-CoA

or NADP (to complete NADPH regenerating system) ･



引

o 2 4 6 8

Conc.(mM)

=｣.:コ

E9
>ヽ

I-_

I

1-=200
0

tI
I

:こ

.≡tI
∝

Fig･ 6･ Effects of exogenouS
FFAs and SDS on HMG-CoA reductase

activity･ BSA-treated Ms fraction was preincubated
for 30 min

土n the presence of palm土七土c acid (pA･0 ),
1土nole土c acid

(LA,+) or SDS (A) to give the
indicated concentration･

Ten pl of ethanol solution containing indicated concentrations

of PA or
LA tdaS added to each reaction mixture･
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Fig･ 7･ Relationship between formation of fatty acids in BSA-

not treated Ms fraction and inactivation of HAG-CoA reductase

during preincubation･ BSA-not treated Ms (3･04 mg/m1) fraction

was 土ncubated at 30oC for七he 土nd土cated times and FFAs were

estimated as described in Experimental Methods･
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Fig･ 8. Effect of BSA on inactivation of NADH cytochrome c

reductase (ant土mycln A 土nsens土t土ve) and NADPH cytocbrome c

reductase during preincubation. BSA-not treated Ms fraction

was pre土ncuba七ed for 七he 土nd土ca七ed 七1mes 土n 七he absence or

presence of l篭(w/v) BSA. O and ● , an七土myc土n A土nsens土t土ve

NADH cyt. c reduc七ase act土Ⅴ⊥七y 土n七he absence and presence

of BSA, respectively. △ and ▲ ,
i寸ADPH cyt. c reductase

ac七土Ⅴ土ty土n the absence and presence of BSA. respect土vely･
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Fig. 9. Effects of phospholipids plus BSA (@) and BSA alone

(○) on activity of HAG-CoA reductase of BSA-treated Ms

fractlon 土n comparison w土七h 七ha七of the control (without

any addition,+).
Each tube contained O･25 mg of Ms protein

with l･41 mg of phospholipids from BSA-treated Ms fraction

and 0.1% (v/v) BSA or BSA alone･



8S-

肇三_互 ミ つD I/｣4づ結J%州キーCbA レダフケ

で?可癌化′ 軍令傭乱立t/にtり

醇秦野的惜頑

鶴壱

触噂内で特化鞠冊画乙-一系=泉 て い さSう7:i

補聴乃碩[}1C学更衣直鎖が､′ 飼養ド5フて 円

冷lこ/葡育と重け7つノ 才一1:i僻清正しく凪あ

う々てl･さ｡もし 乙iク了t郵句締簡と貫配し

てl-3 重囲IiM博??催でも 盲が,解局的lこ吋

酵養母ノ 酵泉渚･)Lf壱 ちし-Jモ り両局言寄勧て

で さ こ ヒJ= よ > ?備中 九 て t'る と 去 っ て S i).

官に了ヤ軒裾野9富電t1田キとして碑集ら恕轍

化か葡ITt与れ 盲Q こ り召拷有り粗櫓it･tSイモ実射う

オ向を決め舌7;苧7i草因ヒ モ 7;j り甥さ｡例ん

ぼ､ノ TQt♭e>Y†専(I)lこ3:,乙 市丁礼Tcつ 口 L17bう

久トノ ヤルオ千古ヅ｣叫食L^tt柵り協同ド 3=b

7tll)ユーーレ騎1tL壱軒/什lこ溝･Jr盲電子係嵐界屯骨

ut一日,lて永け盲零物1†謝(半嘩1C)(2,3)ヤ脂肪駒不

街中凡(1-6)ねtt･t音節幕り朝磯1亡か･これs'去や



曾6t

竜射に 市･いてい か に垂寧T;3専東tこ7aっ て し,さ か

を,7iし て い 3 o

けfl専一GAレ9L､ク ヴーtLJ:博し 之書類 す小 L事"ノ
こ

私有梅田して′ 葡論9F;&14で奇しT:√う称呼

く
っ生玉曹的に盲専T3樽衛星も,て

L･盲 イ ソ7少

レノ イドが冶荷

物り 令1t と奄青

紫屯し てノ 鳥卑

Ti､I tt'あ う ラ>

乙′ 何を今朝 す

q)甘向 を済度ヰ

されう*ttノ て
り貨冶卑集L首相

り過得tuノ 育た現像り夜iClご

に翻好一4･て し,付けネ ば､7a ら

す73令 ～御幣咋環像亀紅と し

盲I¢電があ苛 のか =一 う1f謝

号｡糾い才"/亀帝とl,う環像

ク膏イじド危宮島危してサ､･/マイ 写像穐粗磯野

常時H5ド甘uて′ 胡H年-(oAレす､')クーe､の沌悼毛

博大さ七′ 溺歯'Jfりrp長吉砕としT(7ラノラ

Jレヤ〉頼を金額し′ 葛璃Lノ 曲り簡入 を阻止

す盲Q 音T'第一貴T'1出へ､T:S うlて/什ド局在

す3 H=q-G,A レ?ttつ ケt.持Hfド芯､け さ 専守1-2i嵐

希ク棉残務省と.あ号コ工ゝサム命り食萄l:蘭

与ヰ 盲 t り と稚をざ 札う｡ こり Fラ T3貞婦蕪つ

淘概づELあ盲り け区旦^k)tこ古っ乙,*符>)Z恵良に



守7

鞠番寸丸碍さ^ v7･レ/イドゥ-増A'サ･l可能と

舟う 句 であう ち｡催っ こ.こ 外 与り て と 珠萌

養の笥坤舵内っ 希有穐耳ノ 帝l=醸と Q)周塵で二換

ゎて鼻骨時間1換ヒし て鳥目 T う･6撃があも｡

帖懸念汁日中･G,A しデつ 9-ビド喝して

i?常懲lこせ患う さ空輯東(けHキーCoA

育

ヽ

/

九 吋､ノ そ

チターで及

少､nvAキト官)仔軸押頂1こ6T溶性防泰阜して有
卑してい1可策惟が､頚くノ 本圃幕り叶が他に

鴫野最として存在ちlる主筆由･とかノ 守lこノ ニク

こと が7ラ ′ テlレlO>棄昏つ生食或d)珊笥f舘野

に宙u て毛っ愚考そ食わて/解沫し T3けれJS'､

懲らTa i,問嶺号博放す 号_

以上り右ラ 拍動点.サらノ 杏脅輸持仏粒食

仰キー(oA レダウ ヴーt:tIこ属官L て′ て 冬毛n5硬

吋主可溶イヒ,節句聯徹し T-一喝食とノ 粒食して

l,う僑h.1 4)面者り 庄野尊卑的峰簡盲打寮すう
こ

とに右
って庫噺蘇り樽簡LこHs腺#LL｣,サ13言開

与乏し て､一 巻り甘 を解伸一与 こ と 盲 目的 と し

i/i百} T'｡



弓玲

喪鹸方現

車Ll材料受≠､さワ ロゾ｣4_i5,句の盲観

東電緑林科t5箪一章tt払ペT:穐病簡繊つ禰専

奇観壌辞全部を田tI7=-L｡手TIH,あ令 の諏鞄は

t'/BCW/V)年血璃7 1レ 7-､き ンL野A) 9希在℃･竹予硫

た玖外仔額三尊で嵐ヽ､ r:温･Jであ'io

HHキー(胡 ダつクーでo) ≡蔓性5R-)壁

有餅希っ沌佳作幸一茸で比へ､Tl打法で卦を

し た｡

=盤)主__つ
ロヅ｣il礁サS 9 Fr

窟1t番Jt/.に専

i)可溶1b

鞠転しTlrbあ翁芝草包頂藩僅サ.I-2-a/心･こ
格さ占う に5雌p飢S-b%伽由山叫(0､0叩勝醸鳴傭液ノ

p糖丁ノIれ= Eロl:AノLrbtHDTT/ 2Dc/D(LP/v)ウ､II)セ什1レ)

<'希額し Tl簡′ 頚髄簿存がl如v/v)Lこ甘T5Fうに

Ica/obVu)Ty巾刊X-loo希薄き加入て 十句tて硝博し1:-｡

こぅ懸番線互tftO,CWOX& Ct時間畳Ieして碍5t

れた上碍 宅可蒋1C L T=HMキーGAレず,) 9-tLlの租･

弼貴報と しTcQ



q?

1) Hn卑-he脚e-SepLarose千B
q'領敵

襲唾萄希う-アS計りAH-5epk佃Se乍β(⊂NBTで男性

イCしr:5kph丘yeSe雅 に し6-it､アミ ノ ヘキサ>を

裳常態庖丁せたも?)を0･∫N岨CE(L5-･W)r汲55,

飽潤さ甘た微ノ 毛管本(FOOJYW)亡一党浮し･Tio i)

サ}ドであ…略し倣l-頂′卜ob一小､4Je)文uttカ､t, 7-

t)ニで珂尊のEPCレ叫-3-(3'-AI一例叫-如pybF/I)

cay♭d･tltWIJehyATOchLbY;Jeノ402､2M3 / 2J叫-凸Ie)モt 4L

iL､ネ′患留年に溶サLノ
PHき4o-G､olこ細撃t

T'｡商港取をAH-Seph4yoselBrル懸濁液と落q

垂温で冴時間有丸寸tた｡ -闇-賢ノト2

甲府坪内てtウpH夜勤t-きいりで韓L=Fけわ小十

G lこな盲 占うlこ補正し､モ｡有梅終了簡ノ 0･FN

MA蛇(5DOM})ノ凍りで患闇米CPrhA)で逸勢つH=4-I

東

上

衣
/bりEDcや尿鼻顔見怖を琵L,泡しT'. JL^

つSうlこして矧敬したH伸一吻立切e一年h加e48
左目H中一GAレタい′フナt:tり補職Lこ傭持し た｡括れ

H杓-hex如e-SephayDSe朝が生ずう房あ吉城下に

7Tiし T=.
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sephar｡se 4B-NH(CH2,6-NH2 ･

HOOC-CH2-C7:さH2-COOH
･

(AH-Sepharose 4B)

cH3CH2-N-C-N- 'CH2

'3串ICH3

(EDC)

OH

(HMG )

pH 4-6

for 24 hr

仔 ?H3
sepharose

4B-"H(CH2)6NH-C-CH2-?-CH21qOOH･
OH

(HMG-hexane-sepharose 4B)

0

11
cH3CH21NHIC-NH- (CH2 )

3)葡弓観

･lT湾化 し Tl葡帝東泉干lこ億 寄れてl,盲TTlt+Dn.

XIDC,の落穂Ll%/v/v)をoll./8Lv/v) lこ下け-､盲1:-tめノ

ニウ狙辞肴夜伽50mk)せe山叩♭"熊γtD.05M燐酸

噸衝簸ノP帖s, l仙MEDTA′ I≠m PTTノ OLIb/.cub)Ty汁釧

*-tooノfo銘00グー'tローーV]t't守衛イLL Tc年仙e7
合i26(2･Sx3Sc叩)ド息し て博Sれた萄色筒底JS i,

碩ちにeJhbloq ♭u髄yttt干衝イEしたDE-F2 (2Jx 12c叫)

あ号し,はHM卑-he弐帥e-ら?hむ押Se4B(L5-柑cw) 9カ

ラムド涛*DLノ 破為し T3オフ1t革日常宅etLLbton

ムu鮎yで見学後/
-根毛した草色筒音DE-ST2 の喝



ql

冶にlよ0.亨M KCR (elLrh･ov♭n‰ i-L療細字た日日q一-

hexaⅥe-gepha沖Se朋り掲冶lこけZIDMヒC〃e山叩

』以熊y･に療髄で享小tLlれ海出 し7:-" 溶出液は

Z仰止 プ フ令取 し1ce

_脂_璽_主_ーモM
)t'3ーー二琴製

ゝゲマ社甘ら購入 した ホス 予今 ジ､ lレコ t)

(PC, lJ"14)也-h印加色に0･I甘りPL音名i･)とホス77今

ヽ

}/

ヽ- ヽI

ン

ル=ウノールアミ>(PEノ息1#)り一度竜王取りノ Pf

り偽名l古生-h鍬4n_eに蕗かしT;徳/これ主rL客秦

ザス毛吹きフけて海韓毛l定食L=とば､Lたo 次

本書0さ｡

l｡もlりて青相違超芸pLc/wpf

に0､05日 峨取壊懲液CpH久∫) l叫.i
こ

9鰐項ミtlkとし て碑帝 し17:--b

摩_畢二質+5亀壊9牽ー量

蛋白頂漫及9軽骨l手,餅蕪液中にT71'セ桝Xloo

が名手凡て葛tり/ C恥廿LoLOYy玖(7)lて31盲考量

に彩管t与九-たわノ LoLO7y法号練直しTc他恰

とS心功C幻り オ急に獲フて街フ T-u 取落泡(SV-

JDOP)lこZOQ/Q(W/v)トt)ワロロ酢酸凸叫)毛加九ノ

暴杷tてd:･1葛白領邑l,T解さ七r=健′ 上蒲を曳



?ヱ

毛深く簡乏し1t｡詫敵しTl蛋白項をLN帖CH(

l仙R)で溶解Lノ ーつ0･l4q1官界りノ

凝醸ナト t)ウムーJOa/OSDS-I./.クエ

ちムも含去OISp/o硫酸匂珂如5-:2.S.: I)

●一■

ヽ....

＼

■′

九 にZ%

取ナトリ

壬1wJL 如九

て十J5 に菜食 した｡ I0月メ晩rLFoI.tyrC;o虚ITeu7=/-

ル萌隼圭叫nl如A･ノ 十かこ滑令した徽ノ 25oC

でう0旬間′ 背骨T t′ 75D… ttf D支ぇ凍盲!那定

し モ｡

南郷括泉

17 ロ ゾ｣ムう鯖冶HMキーC,Aレ
t

す7づ-で9可浄化

軸tJ又t^42･時とれtt､れ非イオ)他界簡汚惟

射で-あ盲Tn･巾叫X-Leo･? t^.後Jiオ ン性界面箱悼勧

ウ5J･･"叫JeのツCんoLaJe亡DC,C)り温良.こTうけM4･-GA

レダウ ターでと頚白貰っ可溶1t.率(･/)喜市 し モモ

9であさ｡こ丸 にJ:うと章白骨9可痴it率は

怒涛丸t=井守73鼻様措く′ こ^う っ温頂9増

大と備に′ 盲 9可溶イヒ率lさ摺下 し T:.一寸′

本鞘鼻の可海イL率応Ty伽y-loot-LSさ有が衷<ノ

l〆Cdv)で湯本ttt-あった｡淡l-L貴1J 3 hyJTOP仙c



?ち

i;p?.e故買さ･卒碑秦り可海綿鯛～t,:と｡
baLayICe〔HしB)ノ侮圭帯フ非イ オ>陣界面

3/ HLβ傾が13､言 であ

イこ率邑示した(F･'3･5)Q

S盲 町溶化宮モ済卑

S 盲 オ蕗J:り 葡知と

れT3かフ た.｡ 73t許･41才

喝東d)可溶叱率L=焚

響苦界してし'る,こ

さ T7iTDn A-lOOか､濁下d)可溶

界面j蒋唯勧yR外ウ オ簸 に

たが(Table J)′ Tnt叫X-too結

竜 九 ら れ う 可泉は見出ご

Ie/a(妨)Tyt'ib7LX一伽Iこ古うヰ

ぼすH5奄匂博o)溝夜り葡

れに長与 ヒ′ 可溶1L尊く峠

草色膚濃複がトヱ仙3/vh1ゥ帝に葛奇態か,た｡

常にl〆Cqv)TTil&n X-LCDに占 奇 弁暁希り 可溶4C率に

免官､す三三確ヤ1t I)tロールり勃響色盲南ぺ､1t
とこ

5(Tq♭le2),こatうり弔在tこよ?てノ 鼻吋IT上

9可溶化率L7高わさ4tてlい'るガ､ノ これ'才>3

確あうり け11りセロールガ可癖1C寸 れたゎH命-

(pAレqtワ ヴーt.り単車1LI;阜与して いう こと に

右号 モ o)ヒf5九 られ √ う｡

Jtl上o)う梅見からノ r15かうりヰ嘩蕎')可淘1B

i手性香色周り落穂が)-2仰計/叫]ド柑うSうに鋼

製し′ ZO%Ow/M.tt)tn-ルウ帝車ウモヒでノI〆



?今

00TT.1iTOn X-LDO で街亨 こ とIこし Tt.

H担-(Aレ､､
-

L､官 命
Il

可溶J(C されたHn年-CoA レダ

に対Lノ DE-E2 tJV n一入ク

言いl古=柵-hexawe- Sephayose

マトゲラ71- を想っ たう鴫果

ど4t市 L I;-L｡号4?帯環/惇

り硬品が寄ら仇た｡ア7iニ

でl手Z､C'M K⊂且で頻出 壬れう

､が見出寸れ末が′
奄匝項の

の乏九 と仔l¢すIL もー敢L

ワヴービゥう粗韓暴液.

ロ マト 7u.-7 71~ あ

千β了7†=宇｢ クロ

雀R音.5-とg lてt3t

伊､何句量複り併ち奄性

和一つ ロマ 卜 7Ltラ7/

直JS に 卒研幕ラ盲任

ピJフ と 卒在韓蕎話惇

11iか フ た｡ こ o?こ

とはノ 溶出と何時L--, UVモニター(Z抑-)で紀錬

さ℃た葛魯項の溶▲出C&-7IノⅡ甥(F･.3･7) 9うち

Eo-7皿か本朝東環性ド対あす3モo)ヒ考ぇ ら

/ ^
iア71= 〒ィーJ7ロ マ ト ゲラ71- ドS フ て`俸主

九た車召輯常夜干lこlさ 勺､枯L)つ不軌者r5傾げ､名

寄 丸て t)盲 こ と モ 示 して い 5｡ こ つ 言 う LこL

て慣ら九た卒碑希薄tさ和t7億に桶常丁れノ 更

に判官将魯l手Lt6Q/bで高ガ立た(Table 5). 7:-J-I Lノ

こ丸l古Tyi+o刊X-1DO¢常在lこ 訂号-,5峰化にもとブ



?S

く億も 入 フ て＼)る｡

幸帝馬食tLll古了71ニ予｢クロマトゲラ71- Zll

廟埼嘩敬し7:--HM守一GA レダゥづ-ttを領冊L r=b

HH- A し､､J)_9-ビり
一

冊宵頒布低

額二重で並でr:Sうlこ′ 帖Iこ髄Je し た本荘直

奏¢寧亀崎LニJS構脂頂が蘭与 し Z 舟.コノ 季吟

秦が胎`官他年性でち 盲 こ と モ希増しr:｡葎阜

でta こ 和音 喪経ち 与七わIて/可療イ仁徳.常食

滞執し た年産葬昇り活性ド対 すr3 爪ス7Tサブ(レ

コリ }(FOと,Ttス7yケジ､lレエア/-lレ了ミ ンU'E)

〔pcとPEけ高専嶺物和紀今日,中lて名号れう士乃

犠時簡であ号(?-I2)]ク瀞響を簡でた鞠%)Qこ
冬ドSう と群青蛋白一宮9鴻寝ク 3-5･億号9Fc

lこJ= りう約2確にノ 苛た5'-7徳一告Q)PEIて
√ .)1的

トヲ億(-t滝惟イ⊂丁れ た｡ Lオ し/こネ S ウ混復

毛更 に患わ う と 三盲慣イrl‡も し う 代下 L た｡こ

う5 う tこPCヤPElこ S , 't オ弼二養特性句小高わさ

九 う ニ t.け本終幕が､絹項■イ表音･tt Lttあ5 こ と モ

荒 し 乞 し} 号.繋.し, Pc･や PEがT}り 橘Jeド モ落

低か､あt)′ こホは野鳥反転海中lこ布Tt巧言



qC

T7.･巾札Y-1CO㈱oto+0/c,V/v)l= Sさ可常悼かあさe

亨lて′ 葎碑泉がHs噂守 り悌鴨頂と相互偉戸ほ

してUさことば.モQ'汚性lこ射す3ATYhe仙5

7･ロt,トが8, 17矢ザちO｡Cイ寸血で和み曲が看(

F･･旨･q)こと廿ゞも東モれ博さ｡

訂!^ イこ∠
_

LJ
Lた -CoAレダウ ーで

塵塵心艶饗
壌三貴It･.払ヾた5うlこ,帖糖J5HM年-(oAレダ

ククーではうO8cでり 7=)イ 〉キュぺ｣三ヨンド右 フて

急激柑筆箱き亨さ(%=阜, P･各･i)が′可療1=ノ

朝JAl精微し7;-L布鞄集り 偽冶ドl古,こ0)アリイ

↓私小一さヨ〉tこS盲筆汚7各級あ ら水ず′ 為 しく

中泉tltあフTc(F･t8･IO)｡才た0･6.-0､曾如w/v)9 βSAは

H5範,5日n命-a,Aレダ7 9-じ繋げ新J8確執した凍

酵秦の愚息り秀峰を鳥わTc｡し乃､しノ 部奇棉

簡し た碑奉り オ(3Iy･柳)Jti上の βSA にS:I]′ 篭

れ浄t:t蒐低此壬れ蒔かフた(F･'3･LJ).

-GAレダウ‡_旦二豊可溶イLJ後,吾平功づ精乱しj

F･･3､1Z負㌦lうtyt.-･i-九ていう占う-に′ 本鞘集



叩

を可滴化額′ 常食確報寸ち こ tlこ古,て量フ

H卜絹-(oA食btt卜析DPHに肘1 3 K仰傾か､缶箱久I--為

しく博末すう こと がJbかフたQ こALらウデータ

カ､3 東わう 九 たrJh倫きT.LbLe今Iこ寧葡勺 し た｡亨

Tc′ β5A指L tて竜周鞄し たMよ(8SA-n6tt憾向Hs)lこ鶴令

Lて"さヰ碍秦lまHMキーG,Alこ対L 負っ協同椎(

仰附ve ∠oDP粥巾vtt～)貴び基層粗餐を弔しT=が′

BSA り有色q'もとに青田敬しT= Ms(B5A-*ealej帖)

に葡省 し て Uう手駒希ノ 雫に て九甘う可尭1c

し′ 奇JS精髄しT'モ今は上乾ウニつう椎骨き

希さ蒔か,Tc博一卑′ F専･iOi)負ザ葎葺′ F官･lZ

参照〕｡

蒐寓

萌轟か-･浪にTTを し′ 恕織1C Tれ 言 こ t･にS:

'乙.イモ謝東金ヰに対してi)1f謝効率り櫓K/

A)基層っ腺愚息惇lこよさ代謝連夜つ制懲, 5)

朔本性豊項c)夏危り埼9虞債(竹えがノ 拍博1rt

謝)という頚*･1惟乞与んさことISSく知5ネTc

尋常であ号｡竜L*TCdはノ 線鴇項あういげfCう



弓笥

碑頚白項令子が碑砺食性酵毛q)撒常に隻要港

^1隻%'tを壌T= し て t)さ こ
と毛明

与 か に称フ てり

さ｡倒いざ､/醸餅夷市子りコ ンホX一三ヨン壬生

盛tJ碓簡lこ像フ ラlこ線鴨簡を呼電ヒ号う鰐嘗
価有性弼長(I5)がタブく 見出 さ孔乙 り さこ､とやノ

車T:了ロトto-(t4)付言観象/首唱奉ち碑解毒

を可溶化すう こと Lこ訂フ て匪専勧ド許可 局蕗

酸倍(l千一恰)ノ竹混線&･1生鴫IS)/篭鬼pH叫2D)/

と仰(tq)ノ中東峰L17,2I)/ ′貴簡帯革峰(a)払どLつ

低~噴が硬1C号さ て と 什t･t廿一命か,て 守て L･T>｡

フ ラ ノ テ ルptOン類L?雀薮食に かL･て. 寺格

毛り有徳9嘩患(H鴨-GAシ>チターt;tノ M抑守T-tL)

が加糖傾lこ帝をす さ と蒐 九S れ盲 り に.軍略

蕎e?8fが､Ms線に帝各す さと､7 う呈理学的養肴

そ上記り観息か3 蒐督す 盲さ

Mt㌣帖lこかLT盲電子俄豊泉り 一渡り碕舜威

令が渡rL観ラ轍化されて t)う こ ヒL?気勢は帝且

した 5つ
り南村性色代郵象に与九苛

とtJラこ

と に駐'て 十境観相でき 各｡ しオ しノ 7 ラノ

テルへ'ン簡∇生･令或専に和いてノ 手簡恵廿､rb



巧守

噂ド備増して いさ養蚕を簡遜り三息I;妄> て

十令 に観相し碍盲と体考九 与 れ指し,がノ 方南

泰ウ葡僑っ酵素仙M専一GAシ>チ ターt:I, Mレ≠キT一

七)とMs碑とぅ相互偉岡ノ革呑し) t古H恨-(bAやMVA

に村有う檀偉蛋白項4)希車中禰嶺,乞し 乙手

鏡養り Ms線内で4)配向(oytte%T抑o7b)専の取前部､

7iさa1 4L tr明 らカ､に何う と匙4)Rtう.

尊宅はL-こで車嘩桑が腺ド青草ち も菟専ぎ

1eり碩赤頒(帯に鯖項)L=▲右さ草餅秦自偉q'磯節

の軸鯵とり.う見で読印す呑.

顛二牽及び葎茸で滋へ､た5うにノ 本蔀肴lよ

聴項俸馴生t･為t)ノ 簡lこモり男唯lこFc甘,¢草

であうらしt)しF･t-a､%)o-確約Iこ篭ってノ コリ>

億靖畷鴨項は腺o,升僧-1面 に巧く局TIL/7

ミノ 甚を萌すさ:嘩時簡仔内1馴5]lて形＼)(23)-Tと

甘主芋粥蕎L3rJk漁り外側にせ層耳うと考んら
れぉう｡す各市ち. -づ瞳り奉面低香色項で･ち

うこ とかlぅ廿1Lt九る.草餅罵ゲ､脂項怖脊峰で

あ写こと 嫁後略頂廿､弼衷樽範の葡萄Lこ何∫召､

う確守JIモ阜たし て U る と竜ん 5 こ と 廿"t.●き う｡
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亨たHs梶食性ウ キ酵義兄J性t:打す急 AyyheれEt[tS

7oロットがサ懲く と毛17と3DOcJfl並で滞れ曲T)Ld

ちことを示した(Tt13､q)がノ てれ体温蔑lこSる

鳴り乾動憧つ蜜1亡廿､本官蹄秦9コ 〉ホX一三ヨシ奄

4Eを額艶盲う こと を茄し て 有りノ サ屯子 とも

うっの草花うコ〉ホ~x一三ヨ>色取･)簡笥ことが

瀧をされ弓c こ れモ横幅項ヒの相互作博ク 凄

味と みて右甘ち う.BSA-れ0七1舶帖 食び､防A一

巾舶 Hsにう怖J4'nし 71-H｢博一CbAレダウ9⊥でダutt可

溶1し懲/斬令婿敬しT=卒研衷り仰針(oA史tlt､

MDPH に対亭さ‰称葛Lり象bttlelられ(F･'%･I2)

Iう受t･L､屯ble4)ノ禰観音さことに古,て.柵キー

GAiび､仙DPけド射し/モネtLt牡簡ti食V~Io俺

に場末 しTco こ4)卑官は卒萄轟か､Ms碑に7Ep一夜

すさ ことlこ6'て両生博lこ射すさ敏和陣甘､蒐

Lく高め う れう こ と竜泉し 乙 し)さ｡守た可溶

イし懲′ 部句確徹した牢固泉15牽褒7:uあフた(

F･tさ､tO)｡ yiエりことから,本碑亀住額簡層と

の租互ノ序用Q)乍甘ド芥,てノ Ms樽守でケ布く

とモ2･つ匂異唱--さ布年端簡も取り簡うモq)A
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雅史 壬れう｡

木蘭秦9機能は為しく 聴脂簡Lこ価落しこt,

うモo)ヒ蒐九ふれ,脱脂簡呼中層蜂象り弓洞帝国

与ヒして′あうし.,一宗帝号的な鳴海博の現鹿が有

酵東の樽能.上 Q7Ll#現に･P電であう と雅史さみ

香.本韓愚t31破格博ヒう相互億円'?1tオによ

･フ

て号甘を一動巧 学的げラ X-I?一 号;帝フ コ

ー>3Lン吉 と う こ と か､t-I守 うつであうう.

ヽ

6i

■■ヽ

～_

れズー

り こ

ヒかう本酵暴サL鳴lこ帝をすさことに昇ってノ 初

わて 乙り磯簡のガ聴嶋ノ あさU l一環庵L-t射す

さ5])高t,息Jilit･僅互確零す育てと甘､T"き各り

でl音符ひう うか｡礎'乙ノ この 5う 73椅離う

野猿唯ノ 遍敵陣り頻碍を′代断食っ泡4.も動的

ド細節句う頚如符与亀聯碑として発九うこと
召､いTCllモ号T-Jううo こり碑碑が7-7ノ チlレ1ゆン

葡り生食粛東金傭ワザ謝御節ドいか1;aるAl受動

を凍T=してし'うo)甘I3年徴･?簡布を碕T:称け

九lざ､T3 ら7;1い｡
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Table i. Percent solubilization of HMG-CoA reductase and

m土crosomal protein from m土crosomal frac七土on by various

treatments.

.P占r.d,ent .s.dlubili衰ぇti.on
Ms

Tre･atments･
. ･protein

(mg/m1)
.
Act.iv.i.ty

..protein

KC1

2.OM

3.OM

sonic osc土11at土ona

40sec.

80sec.

120sec.

Sonic osc土11a七土on
+ RC1

80sec. + 2.OM

80sec. + 3.OM

Sonic osc土11at土on
+ Triton x-loo

80sec. + 0.5亀(Ⅴ/v)

80sec. + 1.0篭(Ⅴ/v)

Freezing and thawing

l times

2 t土mes

3 t土mes

1.83

4.50

1.83

4.50

2.25

1.83

2.25

1.83

2.25

2.87

2.87

1.80

1.80

8.9

′29.4

24.1

30.0

18.3

17.7

28.8

27.6

39.0

27.6

28.3

49.2

61.7

6.6

7.0

ll.6

ll.1

20.3

22.9

21.5

17.2

31.2

20.5

18.1

40.5

52.5

a′ son土c osc土11a七土ons were performed at 20 kHz for 20 sec.一

土ntervals.

b, l'･1s pellets were frozen in a dry ice-alcoho-1 bath and then

tbawed a七 4oC･ ℡b土s 七rea七men七was repeated土nd.土cated t土mes･
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Table 2･ Effect of sucrose and glycerol on solubilization of

H比G-CoA reductase from microsomal fraction by 1% (Ⅴ/v)

Triton x-loo.

Total ac七土Ⅴ土七y (nmole/30m土n)

Additions supernatant
in

p･ellet.
.
P.ere.ent.s.olubilization

No

20亀(w/v)
Sucrose

20篭(w/v)
glycero1



Table 3. Summary of partial purification of HMG-CoA reductase

pur土f土`cation step

Ms suspension
a

Total protein Total activity Recovery Specific activity purification

(mg) (nmole/30min) (% ) (nmole/30min/mg) (-fold)

Triton X-loo

s｡Iubilizati｡nや

Aff土n土ty

chromatography
c.d

0.7 3.71 16.9

a, b and c, assays were performed in the absence (a) and presence (final concentrations,･

0.4% (b), 0.04% (c)) of Triton X-loo, respectively.

d′ 王ract土ons were collected from 29 to 33 土n frac七土on number ln F土g. 6 (total volume, 10 ml).



Table 4. Comparison of Rm values for S-HMG-CoA and NADPH between

microsomal and partially purified HAG-CoA reductase.

Microsomal HMG-CoA reductase

from

Km for

旦-HAG-CoA (pM)

NADPH (mM)

Partially purified

BSA-not treated Ms BSA-treated Ms HMG,-.CoA reductase

6.5′ 21a

a (BSA-not treated Ms
enzyme), cited from the data shown in Fig･ 1･

of Chapter 工.

The BSA-treated Ms enzyme and partially purified enzyme were the

same as shown in the legend to Fig･ 10･
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l.0

Triton X-loo cone.(%.v/vI

乙0

Fig. i. Percent solubilization of H出G-CoA reductase and

microsomal protein from microsoma1 (2.47 mg protein)
fraction

by various concentrations of Triton X-loo. Points at the

left end of graph are control valu;s (no detergent).

o-o , solubilized HAG-CoA reductase,･ ●-● .

solub土1土zed m土crosomal pro七e土n.
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o o.I O12 0.3 0.4 0.5

DOC cone. (%. ～/v)

Fig･ 2･ Percent solubilization of HMG-CoA reductase and

microsomal protein from microsoma1 (1･80 mg protein) fraction

by various concen七rat土ons of deoxycholate･ Points a上土he left

end of graph are control values (no detergent)･ ○-0 ･

solubilized HMG-CoA reductase,･ + -+ , SOlubilized

m土crosomal protein.
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Fig･ 3･ Percent solubilization of HMG-CoA reductase from

microsomal fraction by various detergents with different

H工一B values･ Experimental cond土七土ons are as described in

Experimental Methods･ Detergents used were Emulgen 1081

Triton x-loo, LubroI Pxt Emulgen 220 and Tveen 80, for

wb土cb乱B values are 12･4′ 13･5′ 13･8′ 14･2 and 15.0′

respectively･ Concentration of each detergent was 1% (v/v).
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Fig. 4. percent solubilization of HMGICoA reductase and

microsomal protein from microsomal fraction at various

microsomal protein concentrations by 1% (Ⅴ/v) Triton X-loo.

0-0 , solubili2:ed HMG-CoA reductase,･ +-+ ,

solubilized microsomal protein.
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Fig. 5. Elution profile of HMG-CoA reductase solubili2:ed by

Triton x-100 on DE-52 cellulose column. Solubilized HMG-CoA

reductase was applied to a 2.5 Ⅹ-.12 cm coltmn (20 ml of gel)

of DE-52 ce11ulose at 4oC･ The colum中WaS Previously

equilibrated with 0.05 M potassiumphosphate buffer, pH 7.5,

containing i mM EDTA, 1 mM DTT, 0.1% (v/v) Triton X-100 and

20% (w/v) glycero1. Nonadsorbed protein was washed from the

cohmn with the same buffer. The enzyme was eluted with that

buffer containing 0.5 M KC1. The rate of elution was 2.0 m1/min･

Two-milliter fractions were collected. o⊥-o , iciti寸ity of

H比G-CoA reductase (nmole mevalohate formed per 30 min per tube) ;
′

●-● ′ absorbance at 280 nm.
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Fig･ 6. Elution profile of HAG-CoA reductase solubili2:ed by

Triton x-loo on HHG-hexane-Sepharose 4B column･. Solubilized

reductase was applied to 1.5 x 5 cm column (5 ml of gel) of

HMG-hexane-Sepharose 4B at 4oC. The column was previously

equilibrated with 0.05 M potassium phosphate buffer, pH 7.5,

containing i mM EDTA, i mM DTT, 0.1% (Ⅴ/v) Triton X-100 and

20% (w/v) glycero1. Nonadsorbed protein Was washed from the

column with the same buffer. The enzyme was eluted with that

buffer containing 2.0 M KC1. The rate of elution was i.2 ml/min.

Two-milliter fractions were collected. o-o . activity of

HMG-CoA reductase (nmole mevalonate formed per 30 min per

tube),･ ● -● , absorbance at'280 nm.
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Phospholipids (m9/mg pro†eh)

I

Fig･ 8･ Effects of phospholipids on the activity of partially

purified HMG-CoA reductase･ Indicated amounts of phosphatidyI

choline (pc) or phospha七土dyl ethanolamine (pE) were added to

reaction mixtures containing HMG-hexane-Sepharose 4B-purified

HMG-CoA reductase (0･05 mg/250 p1)I After 30 min at OoC′

enzyme assays were performed as described in Experimental

Methods.
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I/T (.K-I x1037L

Fig. 9. Arrhenius plot of microsomal I刑G-CoA reductase from

diseased tissue･ BSA-treated Ms were used as enzyme source

of membrane-bound HAG-CoA reductase. BSA-treated Ms were

prepared in the presence of l亀(w/v)I BSA. as shown in Chapter工エ

(Table 2) ･ The number beside the line.shows the activation

energy in Xcal/mole calculated from七he slop of the line.
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Preincubofion fine(m'n)

F土9･ 10･ Effect of preincubat土on at 30oC on activ土t土es of

microsoma1 (● ) and partially purified (o) H比G-CoA reductase･

The microsomal enzyme from BSA-treated Ms and partially

purified enzyme were prepared according to Experimental

Methods shown in Chapter == (Table 2) and Ill, respectively･
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I Fig. ll. Effect of BSA on activities of microsoms1.(+) and

partia11y purified (o ) HAG-CoA reductase. The enzyme sources

vere:the same as shown in the legend to Fig. 10.
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I/S-HN6-CoA IIO4x ～-1)
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Fig･ 12. Lineveaver-Burk plots of microsoma1 (+ ) and

partially purified (o ) HMG-CoA reductase as a function of

the concentration of S一王制G-CoA. The enzyme sources were the

same as shown in the legend to Fig. 10.
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Fig. 13. Lineweaver-Burk plots of microsoma1 (+ ) and

partially purified (o ) H地G-CoA reductase as a function of

the concentration of NADPH. The enzyme sources were the same

as shown in the legend to Fig. 10.
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